
令和8(2026)年度

公民館事業計画書

那須塩原市公民館



     (ＩＣＴなど多様な媒体を活用した情報提供の充実)

那須塩原市公民館基本運営方針及び運営施策

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供
　　(各年代のニーズに応じた講座の実施)

２　人生１００年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供
　　(健康づくりに関する講座の実施、地域の歴史・伝統芸能の継承支援)

３　現代的課題に応じた学習機会の提供
　　(情報化社会等、現代的課題に応じた各種講座の実施)

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進
　　(地域学校協働本部事業、市民大学連携講座等の実施、育成会等地域団体の運営支援)

５　家庭教育の充実
　　(家庭教育支援事業の実施)

６　学びの成果を生かす取組の推進

　　(学びの発表の場の提供、地域で活躍する人材の育成)

7　公民館の機能の充実と活用

     (シェアスペースの設置等による施設の有効活用、指定避難所機能の充実)

○各公民館は、それぞれに運営方針、目標を掲げて具体的な事業計画を策定し、学びの機会の充
実、学びを生かした地域づくり、学びを支える環境づくりに寄与する。

○この那須塩原市公民館基本運営方針及び運営施策は、生涯学習の拠点となる公民館が那須塩原
市生涯学習推進プランで定めた目的や課題に対応し生涯学習社会の実現を目指した事業実施を図
るために定めるものである。

○また、その期間は、那須塩原市生涯学習推進プランの期間に合わせ、令和5(2023)年度から令
和9(2027)年度までの5年間とする。ただし、社会情勢の変化等により、必要に応じて適宜見直
しを行うものとする。

○公民館は、「人も地域も学びでつなぎ　未来につなぐ　那須塩原」を基本理念とした生涯学習
推進プランに基づき、生涯学習社会の充実に向けて地域の特性を生かした施策を展開する。

8　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

目 的
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運営施策
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令和8(2026)年度　黒磯公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

　 「いきいきと　みんなでつくろう　地域の輪」を合言葉に、人づくり、仲間づくり、地域づくりを目指し、
今の時代に必要な学習機会の提供、安心して学べる環境づくりを推進する。

◇　誰もが学びやすい、ライフステージに応じた多様な学習機会の提供
◇　学校と地域、各種関係団体との連携・協働による、持続可能な地域づくりを推進する。
◇　誰もが集まりやすく、活動しやすい公民館を目指し、機能の充実を図る。
◇　若い世代の参加・来館を促し、活気ある公民館づくり・地域づくりを目指す。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 【新規】
ワークアウトに
チャレンジ

市民 6月～7月
（全8回）

特殊な器具は使わずに、いくつかのエクササイズを
組み合わせた運動を行い、運動不足の解消、基礎代
謝・筋力・体力の向上、メンタル面の強化などを図
り、健康で充実した生活を送れるよう支援する。

市民大学連携講座

2 子ども探検隊 黒磯小児童 6月～1月
（全8回）

学校では体験できない各種学習や創作活動等を通し
て、創造性と協調性を養い、豊かな情操を育む。

3 いきいきセミ
ナー

地区内住民 6月～1月
（全7回）

多様なニーズに対応するため、学級制は取らず、毎
回企画・募集を行い実施する。ものづくりや健康づ
くりのほか、実生活に必要な知識を得る講座を通じ
て、生きがいのある充実した人生を送ることができ
るよう支援する。

4 アクティブシニ
アセミナーわか
ば

60歳以上の
地区内住民

6月～1月
（全8回）

各種講座を通して、生涯にわたる学びの実践や仲間
づくり、健康づくりを促進し、生きがいのある充実
した人生を送ることができるよう支援する。

5 夏休み、冬休み
子ども教室

8月開催：
黒磯小児童
1月開催：
黒磯小児
童、東原小
児童、稲村
小児童

8月、1月 夏休み、冬休みの宿題への取組を支援し、基礎学習
の習得を図る。

6 いきふれカレッ
ジ

地区内住民 未定 全世代を対象として、これまで公民館利用の少ない
世代が参加できるよう様々な学びの機会を提供し、
地域住民の交流と親睦を図る。

1 いきいきハイキ
ング

地区内住民 6月13日
11月20日

ハイキングを通して健康増進を図るとともに、参加
者間の交流を図る。

２ 百人一首かるた
教室

市民 4月～3月
（全24回）

伝統文化の普及、継承を図ることを目的とする。ま
た、学習成果を活かす場として、毎年開催している
「関東北かるた大会」に参加する。

３ 第69回関東北か
るた大会

かるた愛好
者

2月7日 関東、東北地方から多くの参加者が集う歴史のある
大会で、伝統文化の普及、発展を図るとともに、大
会を通して世代間及び地域間の交流を図る。
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３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 いきいきデジタ
ル推進講座

地区内住民 8月・12月・3
月
（全3回）

ICTに関連する講座を実施し、デジタルデバイド解
消を図る。

２ 公民館だよりの
発行

月１回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、班回
覧のほか、市ホームページに掲載し広く周知する。

３ インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一
環として、公民館地域・事業等の紹介をインター
ネット（You Tube）で配信

1 第３回みんなで
いきいきフェス
ティバル

主に地区内
の子どもや
その保護者

9月27日 イベントを通して、地区内の住民交流の場とすると
ともに、子育て世帯が減っている黒磯地区のイメー
ジを払拭し、地域一体となって活性化を図る。

2 感謝の会
（黒磯小）

黒磯小児童
地区内住民

11月21日
（予定）

  お世話になっている方々を学校に招待し、手紙や
花束、全校生による歌等のプレゼントにより、感謝
の気持ちを伝える。
（地域学校協働本部事業）

3 キャンドルナイ
ト協力（黒磯
小）

黒磯小児童
地区内住民

6月、12月 黒磯駅前活性化事業の一環として毎年開催されるイ
ベント「キャンドルナイト」に協力する。
（地域学校協働本部事業）

4 花いっぱい活動
(黒磯小）

黒磯小児童
黒磯中・高
生徒
地区内住民

6月2日
10月27日
（予定）

花の苗を植える活動を通して、地域の環境美化に貢
献するとともに、地域住民との連携を図る。
（地域学校協働本部事業）

５ 町探検（生活
科）
（黒磯小）

黒磯小児童
地区内住民

12月 2学年生活科校外学習で地域の施設や店舗に行き、
地域の人々と交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

6 ハローアルソン
活動
（黒磯小）

黒磯小児童
地区内住民

12月 ボランティア活動についてのお話を聞いたり、地域
と連携して物品を集めフィリピンに送ることで、地
域住民との連携と、社会貢献の気持ちを育む。
（地域学校協働本部事業）

7 ボランティアで
心を磨こう（黒
磯中）

黒磯中生徒
地区内住民

通年 地域に出向き、地域のためにボランティア活動を行
う。
（地域学校協働本部事業）

8 まちづくり出前
授業（黒磯中）

黒磯中生徒
地区内住民

未定 総合的な学習の時間に、まちづくり推進に関わる地
域人材が講師となり授業を行い、地域のつながりに
ついての理解を深め、地域社会への参画意識を高め
る。
（地域学校協働本部事業）

9 キャンドルナイ
ト用キャンドル
作り
（黒磯中）

黒磯中生徒
地区内住民

６月、12月
（全２回）

10 もったいない市
協力
（黒磯中）

黒磯中生徒
地区内住民

10月、3月
（全2回）

黒磯駅前活性化事業の一環として毎年開催されるイ
ベント「もったいない市」に協力する。
（地域学校協働本部事業）

11 和楽器の授業
（黒磯中）

黒磯中生徒
黒磯高生徒
地区内住民

3月 地域の和楽器演奏家の専門的な指導を通して、伝統
楽器への知識と伝統文化について学ぶ。
（地域学校協働本部事業）

地区内住
民、イン
ターネット
利用者

なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）

黒磯駅前活性化事業の一環として、毎年開催される
イベント「キャンドルナイト」に飾るキャンドル作
りを行い、地域に貢献する態度や、郷土への愛着を
深める。
（地域学校協働本部事業）
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12 地域連携研修会
（黒磯中）

黒磯小・中
児童・生
徒・教員・
地区内住民

未定 地域住民や学校関係者・小中学校の児童生徒・保護
者・教員が地域連携の重要性を共有し、意見交換を
行う。
（地域学校協働本部事業）

13 黒磯中学校地域
学校協働本部会
議

委員（地域
学校協働活
動推進員ほ
か）

年2回ほか、随
時（予定）

地域学校協働本部事業に関して、公民館が事務局と
なり情報交換会等を行い、学校と地域の連携を図
る。
（地域学校協働本部事業）

14 黒磯地区子供会
育成会連絡協議
会

地区内児童
親子

通年 各種事業を通して、地区子供会育成会を事務局とし
て支援する。

15 黒磯地区婦人会 地区内住民 通年 婦人会が実施する各種事業について、事務局として
支援、協力を行う。

16 自治公民館 地区内住民 通年 公民館事業への協力を通じて、活動支援を行う。

17 いきいきふれあ
いセンター利用
団体

地区内住民
等

通年 貸館による活動拠点の提供や、活動成果の発表の場
を設けることにより、各種団体の活動支援を行う。

1 校内教育講演会
（黒磯小）

黒磯小保護
者、職員

未定 小・中学校合同で、講師を招聘し、教育の今日的課
題についての講話を聴くことで、情報を共有し、課
題に対する理解を深め、子供たちの健やかな成長を
促す。
（家庭教育支援事業）

2 学年行事
（黒磯小）

黒磯小児
童、保護者

5月～１月 学年単位で遊ぶ・学ぶ・作るをテーマに親子の交流
活動を実施し、親子の信頼関係や保護者相互の親睦
を深める。（家庭教育支援事業）

３ 親子花いっぱい
活動（黒磯中）

黒磯中生
徒、保護
者、教員

5月・11月
（全２回）

生徒・保護者・教員が共同で植栽活動することで、
環境美化に寄与し、親子の絆を深めるとともに、学
校への愛着心を育てる。
（家庭教育支援事業）

４ 親子奉仕作業
（黒磯中）

黒磯中生
徒、保護
者、職員

6月・8月・11
月
（全3回）

親子奉仕作業を通して、親子の絆を深めるととも
に、感謝の気持ちを育てる。
（家庭教育支援事業）

５ 校内教育講演会
（黒磯中）

黒磯中生
徒・保護
者・教員

未定 小・中学校合同で、講師を招聘し、教育の今日的課
題についての講話を聴くことで、情報を共有し、課
題に対する理解を深め、生徒の健やかな成長を促
す。
（家庭教育支援事業）

６ ものづくり教室
（黒磯中）

黒磯中保護
者、職員

12月 制作活動を通して、保護者間及び保護者と教員間の
親睦を図る。
（家庭教育支援事業）

７ 立志式記念行事
（黒磯中）

黒磯中生
徒、保護者

2月 元服にちなんで2学年を対象に実施し、将来の決意
や目標を明らかにし、親への感謝の気持ちを表す機
会とする。
（家庭教育支援事業）

1 第33回くろいそ
公民館まつり

市民、利用
団体

11月15日 公民館利用団体の活動成果の発表の場を提供し、各
種活動の普及を促進するとともに、利用者相互の交
流を図り、地域の輪を広げる。

2 第69回関東北か
るた大会 施策2-3再掲

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考
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７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

２

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用
できる環境を整えるため、建物等の計画な改修及び
維持管理に必要な修繕を実施する。

スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上に必要なシステム及び、地域住
民の居場所づくりとしてのスペースの確保に努め
る。

1 公民館だよりの
発行 施策3-2再掲

2 施策3-3再掲

3 施策4-14再掲

4 黒磯地区婦人会 施策4-15再掲

5 自治公民館 施策4-16再掲

6 施策4-17再掲

なすしおばら生涯学
習チャンネルMILK

黒磯地区子供会育成
会連絡協議会

いきいきふれあいセ
ンター利用団体
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令和8(2026)年度　厚崎公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

　地域の学びの循環を目指し、生涯学習の場の提供、各種事業を通じて地域づくり、仲間づくり
を行い、誰もが気軽に利用、参加できる公民館運営を推進する。

各世代を対象とした多様な学びと仲間づくりの機会を提供する。
学校と地域、各種関係団体との連携・協働による、持続可能な地域づくりを推進する。
スポーツ・文化活動を通して、地域の連帯感づくりを推進する。
誰もが集まりやすく、活動しやすい公民館を目指し、機能の充実を図る。

◇　
◇　
◇　
◇　

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい）

1 成人セミナー
「アクト」

18歳以上の
地区内住民

6月～12月
（全６回）

心豊かな日々を送るため、教養を高めながら自ら行
動を起こし、学びと交流を深めることを目指す。

2 60歳以上の
地区内住民

6月～2月
（全8回）

長寿社会を豊かに生きるための知識や技能を学びな
がら、生きがいや仲間をつくり、心身の健康維持を
目指す。

3 子どもチャレン
ジクラブ
（ヒップホップ
ダンスクラブ）

地区内児童 6月～12月
2コース
（各10回）

小学生が、「努力すれば自分自身の目標を達成でき
る」という成功体験のプロセスを学ぶ。

4 子どもチャレン
ジクラブ
（体験教室）

地区内児童 6月～12月
（全6回）

小学生が、ものづくりや野外活動等多様な体験を通
して、興味関心の幅を広げ、仲間との活動の中で協
調性やコミュニケーション能力の向上を図る。

5 夏休み子ども宿
題サポート塾

地区内児
童、生徒

8月
（全1回）

公民館の活動サークルや地域の方を講師として迎
え、夏休みの課題である書道を通して、児童、生徒
の集中力や学習意欲を高める。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ディスコン大会 地区内住民 ６月２８日 誰もが参加しやすいニュースポーツを通じて、地域
住民の体力づくりと地域間の交流を図る。

2 レザークラフト
教室

市民 8月～9月
（全5回）

革製品作製を通して愛着を持つことでものを大切に
使い続けようとする心情を育てる。

市民大学連携講座

3 映画鑑賞会 地区内住民 未定
（1回）

映画鑑賞会を通して、外出の機会を作り、交流の場
とする。

4 趣味の講座 地区内住民 ６月～２月
（全６回）

趣味を通して新しいことに取り組み、仲間づくり生
きがいづくりを支援する。

5 健康ハイキング 地区内住民 ５月
（全1回）

屋外での自然体験活動を推進し、心身の健康づくり
を実践しながら、地域のつながりをつくる。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ICT講座 地区内住民 未定
（全3回）

スマホやインターネットの使い方に不慣れな方々を
対象に基本操作を学ぶ。

2 なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）

インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一
環として、公民館地域・事業等の紹介をインター
ネット（YouTube）で配信

高齢者学級「と
きわ」
（地区内高齢
者）
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４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 地域学校協働本
部会議

委員（地域
学校協働活
動推進員ほ
か）

6月
2月
（全2回）

地域学校協働本部事業に関して意見交換を行い、本
地域としての事業のあり方を考える。地域学校協働
活動推進員による学校と地域間の調整を支援し、学
校と地域との関連事業の連携を図る。
（地域学校協働本部事業）2 地域学校協働本

部分科会
委員（地域
学校協働活
動推進員ほ
か）

随時

3 地域学校協働本
部事業
あつさき地区ふ
れあい交流会

地区住民、
地区内地域
活動団体、
地区内学校
教員

10月7日 イベントを通して、地区内の住民の交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

4 埼玉小学校　地
域学校協働本部
事業

埼玉小学校
児童、地区
内住民

通年 各種の事業を通し、学校と地域との協働・交流を図
る。
（地域学校協働本部事業）

5 共英小学校　地
域学校協働本部
事業

共英小学校
児童、地区
内住民

通年 各種の事業を通し、学校と地域との協働・交流を図
る。
（地域学校協働本部事業）

6 厚崎中学校　地
域学校協働本部
事業

厚崎中学校
生徒、地区
内住民

通年 各種の事業を通し、学校と地域との協働・交流を図
る。
（地域学校協働本部事業）

7 厚崎地区子供会
育成会連絡協議
会

地区内児童
と保護者

通年 各種事業を通して、地区子供会育成会を事務局とし
て支援する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 埼玉小家庭教育
支援事業

埼玉小学校
の児童、保
護者、教員

6月～2月 保護者に学びの機会を提供し、子育て情報を共有す
ることで、家庭教育の向上を図る。
（家庭教育支援事業）

2 共英小家庭教育
支援事業

共英小学校
の児童、保
護者、教員

6月～2月 保護者に学びの機会を提供し、子育て情報を共有す
ることで、家庭教育の向上を図る。
（家庭教育支援事業）

3 厚崎中家庭教育
支援事業

厚崎中学校
の生徒、保
護者、教員

6月～2月 保護者に学びの機会を提供し、子育て情報を共有す
ることで、家庭教育の向上を図る。
（家庭教育支援事業）

4 ３校合同子育て
講演会

地区内の小
中学校保護
者、教員

未定
（1回）

子育てに関する悩みや解決策を共有し、子育て中の
保護者に気付きと活力を提供する。
（家庭教育支援事業）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 あつさき公民館
まつり

市民、利用
団体

11月29日 社会教育・生涯学習活動の成果発表と団体間交流を
目的に開催し、参加者による主体的な運営を目指
す。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館・避難所開設時において安全安心に利用でき
る環境を整えるため、建物等の計画的な改修及び維
持管理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上を図るため、必要なシステム充
実及び、地域住民の居場所づくりを進める。
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８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実
№ 事業名 対象者 期日

（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 あつさき公民館
通信の発行

地区内住民 月１回 あつさき公民館通信を発行し、地区内住民に公民館
事業や学校・地域の情報を提供する。

2 厚崎公民館ホー
ムページ

地区内住民 随時 地区内住民に公民館事業や学校・地域の情報を提供
する。

3 なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）

施策3-2再掲
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令和8(2026)年度　稲村公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

   生涯学習推進プランに基づき、「学びの連携」及び「学びの循環」の視点から、地域の特性を生かした諸施策
を展開する。

◇　地域のニーズや時代に則した学習機会の充実に努める。
◇　思いやりのある心を育てる家庭教育の推進に努める。
◇　スポーツ・文化活動をとおして、健康で心豊かな地域づくりを目指す。
◇　学校と地域が連携・協働して、地域教育力の向上を目指す。
◇　地域関係団体との連携をとおして、地域の連帯感の高揚に努める。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 子ども体験塾 地区内児童 5～12月
（全８回）

地区内の児童を対象に塾生を募り、ものづくりや野
外等での体験を通して、学校では体験できないこと
を学ぶ。

2 やしお学級（成
人学級）

地区内住民 6月～1月
（全８回）

18歳以上の成人を対象とした参加者に様々な体験や
知識を習得する講座を提供し、学びに対する意欲の
向上と仲間づくりを目指す。

3 いなほ学級
（高齢者学級）

65歳以上
地区内住民

6月～12月
（全７回）

学級内各種講座を通じて、高齢者の生きがいと健康
づくり、併せて地域での仲間づくりを目指す。

4 夏休み宿題お助
け隊

地区内児童 8月
(全１回)

管内小学生を対象に、指導者のもと夏休みの課題に
取り組み、学校間や学年間の交流を図る。（書道）

5 夏休み宿題お助
け隊

地区内児童 8月
(全１回)

管内小学生を対象に、高校生ボランティアの夏休み
の課題に取り組み、学校間や学年間の交流を図る。
（ドリル）

1 はつらつ講座
（健康講座）

地区内住民 ５月・6月(前期
3回)
２・3月(後期3
回）

軽スポーツ体験や調理実習を通して健康づくりを目
指す。

2 ハイキング 地区内住民 5月15日
10月10日

ハイキングを実施して、歩くことの楽しさの体験と
健康増進を図る。地区内住民の交流を深める。

3 グラウンドゴル
フ体験会

地区内住民 9～10月 親しみやすいスポーツの体験会を通じて、体を動か
す楽しさを体験しながら地域住民の健康増進と親睦
を図る。

4 グラウンドゴル
フ大会

地区内住民 11月 経験者・初心者問わず夢中になれるスポーツを大会
形式で開催。地域住民間の親睦を図ることを目的と
し、楽しく健康増進に寄与する。

5 ユーモア川柳コ
ンテスト

地区内住
民・勤務者

12月～1月 お題に沿ったユーモア川柳を募集し、選者による優
秀作品を表彰。作品は館内に掲示するなど、文芸創
作への興味を高める機会を作る。

6 そば打ち教室 地区内 12月
(全1回)

地元講師の指導のもと、そば打ちを体験しながら、
地域住民の融和を図る。

7 地区内住民 １月
(全1回)

味噌作りを体験しながら発酵食品の知識を深め、地
域住民の融和を図る。

8 市民 9月～10月
（全４回）

公民館所有の陶芸棟を活用し、陶芸サークルと連携
して行う。

市民大学連携講座

味噌作り教室

陶芸講座
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9 市民 8月～12月
（全3回）

普段仕事などで講座に参加できない若い世代をター
ゲットに、自分の興味のあること、楽しめることを
体験できる単発講座を夜や土日に開催。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ICT講座 いなほ学級
受講者

日程調整中
（1回）

初心者向けにＩＣＴ講座を開催

1 地域学校協働本
部事業会議

各小中学
校・各コ
ミュニ
ティ・推進
委員他

年２回、他随時 各学校単位での実施事業における情報交換、児童・
生徒の活動の様子の報告などを行う。
（地域学校協働本部事業）

2 地域学校協働本
部事業

稲村小学校
区域内の児
童・市民

通年 児童生徒が地域住民と共に活動し、様々な経験や知
識を得る中で、地域の将来を担う人材を育成を図
る。
（地域学校協働本部事業）3 東原小学校

区域内の児
童・市民

通年

4 黒磯北中学
校区域内の
生徒・市民

通年

5 東原コミュニ
ティ共催事業

東原コミュ
ニティ
地区内

12月
(2回)

季節を感じる作品づくりを通して、地域住民の融和
を図る。

6 地区内児童
親子

通年 各種事業を通して、地区子供会育成会を事務局とし
て支援する。

1 稲村小家庭教育
支援事業

稲村小児
童、保護
者、教員

年度内2回 次世代を担う子供を持つ保護者を対象に、家庭教育
の充実に向け、ものづくりや移動教室等、学習の機
会を設ける。
（家庭教育支援事業）

2 東原小家庭教育
支援事業

東原小児
童、保護
者、教員

年度内2回 次世代を担う子供を持つ保護者を対象に、家庭教育
の充実に向け、ものづくりや移動教室等、学習の機
会を設ける。
（家庭教育支援事業）

3 黒磯北中学校家
庭教育支援事業

黒磯北中生
徒、保護
者、教員

年度内1回 次世代を担う子供を持つ保護者を対象に、家庭教育
の充実に向け、ものづくりを通して親子の絆を深め
る。
（家庭教育支援事業）

4 家庭教育支援事
業

地区内住民 4月～12月 次世代を担う子供及び保護者を対象に、ものづくり
を通じて家庭教育の充実を図る。
（家庭教育支援事業）

1 稲村公民館まつ
り

市内 10月31日
11月1日

地区内住民の文化活動及び公民館事業の活動内容の
紹介等により地域交流及び文化活動の発展に寄与す
る。

稲村地区子供会
育成会連絡協議
会

「好きを、編
む。」講座

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考
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７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 シェアスペース
の活用

市民 通年 施設内の有効活用及び交流の場の提供

1 稲公だよりの発
行

地区内住民 毎月20日発行
(全12回)

公民館事業への参加者募集や活動内容及び地域の話
題等紙面を通して、公民館の理解・地域交流等促進
を図る。

2 ホームページ・
インスタグラム
の活用

市民 通年 講座の紹介、参加者募集及び活動報告を行うことで
公民館活動の周知を行う。
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令和8(2026)年度 とようら公民館事業計画書（案）
【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１ ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２ 人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３ 現代的課題に応じた学習機会の提供

４ 地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

【令和8(2026)年度事業計画】

各種事業を通じて、学びの機会を提供し、学びを通じて、人と人、人と地域をつなぐとともに学びを
支える環境を整え、生涯学習を推進する。

◇ 多彩な学習機会の提供及び人と人の相互交流を図る。
◇ 学校や社会教育団体等との連携を図り、地域の活性化・支援に努める。
◇ 地域の誰もが気軽に集え、地域づくり、地域支援の拠点として公民館の環境を整える。
◇ 学びに通じる催事や地域活動をとおして、子どもたちに伝統を継承し、地域への愛着を育むことに努める。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

4 歴史講座 1月～2月 市民大学連携講座

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 とようら学級 地区内高齢
者

7月～2月
（全7回）

シニア世代が健康で充実した生活を送れるよう、ものづ
くり、健康講座等を通して仲間づくりを支援する。

2 おやじ教室 地区内の成
人男性

6月～1月
（全6回）

料理やものづくり等を通して、地域社会への参加を促す
とともに、家庭内での自己有用感を高める。

3 子ども公民館 地区内児童 6月～2月　　　
（全6回）

料理、交流、自然体験、創作活動等を行い、学年を越え
た交流を図る。

4 ちびっこ教室 乳幼児とそ
の保護者
（地区内住
民優先）

6月～7月
9月～10月

リトミック教室等を開催する。活動や体験を通し、子育
てについて学び、保護者間の交流とネットワーク形成を
図る。

5 チャレンジキッズ 地区内児童
とその保護
者

8月、10月、12月
1月　

身近な自然やもの、地域のくらしに関わる様々な体験活
動を実施する。

6 WAKUWAKU 日新中学校
区内住民

6月～2月 小学生から高齢者までの幅広い層が対象。健康で豊かな
生活を送るための食や健康、ものづくり等に関する体験
活動を実施。

1 子どもお囃子教室 地区内児童 7月～8月　　
（全10回）

伝統文化に触れる機会を作るとともに、コミュニティ事
業「ふれあい夏まつり」や「公民館まつり」での演奏者
の育成を図る。

2 とようらハイキン
グ

地区内住民 7月
11月

ハイキングを通して、歩くことの楽しさを体験し、健康
増進を図る。

3 スポレクまつり 地区内住民 10月 とようらコミュニティ推進協議会と協力し、スポーツ・
レクリエーションを通じて、地域の高齢者や大人、子ど
もの３世代が交流を図ることにより、親睦と連帯意識を
高めるとともに健康で明るい地域づくりを目指す。

市民 テーマに沿った講義や史跡・歴史文化施設等の見学を通
して、人間社会が過去から現在に至るまでに経験してき
た出来事や変化の記録を辿り、「過去と現在との対話」
を図る。

1 ちょっとだけPC相
談室

地区内住民 通年 WindowsやWord、Excel等についての「ちょっとだけ聞
きたい」という相談に対応し、PCに関する悩みやトラブ
ルを解消することで、個人のスキルアップを図る。

1 WorkWork体験in日
新

地区内児童
生徒・市民

9月5日 地域全体で児童生徒を育てる意識を啓発するため、地域
住民が様々な体験活動の講師として参加し、児童生徒と
交流する。また、活動を通して日新中学校区小中一貫教
育目標である「ふるさとに誇りをもち、人間性豊かにた
くましく生き抜く児童生徒の育成」の具現化を図る。
 （地域学校協働本部事業）



12

2 豊浦小感謝の会 豊浦小児
童、地区内
住民

11月 学校行事や登下校時の見守り等、地域のボランティアに
感謝の気持ちを伝える機会を通じて、児童の生活に関わ
る方々への感謝の心を育てる。
 （地域学校協働本部事業）

3 とようらギャラ
リー

豊浦小児
童、地区内
住民

通年 地域住民の作品を学校内に展示し、児童と地域住民との
交流を深める。
 （地域学校協働本部事業）

4 地域学校保健委員
会

日新中学校
区内児童生
徒及びPTA
関係者等

9月10日 日新中学校区の児童生徒の健康課題について、児童・保
護者・地域の方と協議し、改善に向けて話し合う。 　
（地域学校協働本部事業）

5 地域学校協働本部
会議

委員（地域
学校協働活
動推進員
他）

随時 地域学校協働本部事業に関して、意見交換を行うととも
に、各学校と地域学校協働活動推進員の調整を図り、地
域の関連事業との連携を図る。
 （地域学校協働本部事業）

6 ふれあい夏まつり 地区内住民 8月 とようらコミュニティ推進協議会と協力し、子どもから
高齢者までの交流の場を広げ、住民相互の連帯感の向上
を図る。

7 どんど焼き 地区内住民 1月 とようらコミュニティ推進協議会と協力し、小正月の行
事である「どんど焼き」を実施することにより、地域住
民の無病息災を祈り、地域の連帯感・一体感の醸成を図
るとともに、地域の子供達への伝統行事の伝承を図る。

8 とようらコミュニ
ティ推進協議会

地区内団体
代表

随時 関係団体との連携を図るとともに、協力・援助を行い、
よりよい活動を図る。

9 自治公民館 地区内自治
公民館役員

随時 関係団体との連携を図るとともに、協力・援助を行い、
よりよい活動を図る。

10 豊浦地区子供会育
成会連絡協議会

地区内子供
会育成会会
長

随時 関係団体との連携を図るとともに、協力・援助を行い、
よりよい活動を図る。

1 子ども公民館 施策１-No３再掲
2 ちびっこ教室 施策１-No４再掲
3 チャレンジキッズ 施策１-No５再掲
4 豊浦小・日新中家

庭教育支援
 （「WAKUWAKU
」として実施）

施策１-No６再掲

1 とようら公民館ま
つり

市民、利用
団体

11月15日 公民館の利用団体の発表や各種講座、教室等の成果発表
の場として開催し、地域交流の促進を図る。

1 計画的な改修及び
修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用でき
る環境を整えるため、建物等の計画的な改修及び維持管
理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館に
 向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上に必要なシステム及び地域住民の居
場所づくりのために必要な設備の導入

3 とようら公民館ま
つり

市民、利用
団体

11月15日 6-№1再掲

1 公民館だよりの発
行

地区内住民 月１回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区内住
民へ周知するため、広報紙を発行する。

５ 家庭教育の充実

６ 学びの成果を生かす取組の推進

７ 公民館の機能の充実と活用

８ 公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考
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令和８(2026)年度 鍋掛公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

【令和8(2026)年度事業計画】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２ 人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４ 地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

地域の人々に、生涯にわたる学習の場を提供するとともに、各種事業を通して地域の人々の仲間づくりと活力ある
地域づくり活動に寄与し、生涯学習の拠点となるよう地域に親しまれる公民館を目指します。

◇ 学校・家庭・地域が一体となって子どもを育てる環境づくりに努める。
◇ 地域の人々が気軽に利用できるような学習環境の整備に努める。
◇ 自治公民館、コミュニティとの連携による地域活動の推進に努める。

◇ 各種教室、講座の充実と自主活動の推進を図る。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 わくわくチャレ
ンジ塾

地区内児童 6月～1月
（全8回）

鍋掛小児童を対象に体験活動、ものづくり等を行い
児童の自主性と世代間交流を図る。

2 ダンス♪あそび
塾

地区内児童 5月～1月
 （全11回）

鍋掛小児童を対象にヒップホップダンスを学び、体
力づくり仲間づくりを図る。

3 なべかけ学級 地区内高齢
者

5月～1月
（全9回）

高齢者が健康で生きがいのある生活を送るための知
識を深めるとともに、学級生同士の交流を図る。

4 なべかけふるさ
と講座

地区内児童 5月～1月
（全3回）

鍋掛小児童を対象に鍋掛地区の正月遊びなどの伝統
行事の継承を図る。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ハイキング 地区内住民 6月～2月
（全2回）

ハイキングを通して健康増進を図るとともに、参加
者間の交流を図る。

2 グラウンドゴル
フ交流会

地区内住民 6月、11月
（2回）

健康増進を図るとともに、地域住民の親睦を深め、
明るい地域づくりを目指す。

3 ものづくり講座 地区内住民 9月
 （全4回）

壮年を対象にものづくりなどを通して、生きがいづ
くり、仲間づくりを図る。

4 奥州道中歴史講
座

市民 市民に鍋掛地区をとおる奥州道中の歴史や史跡を紹
介し、郷土愛と地域の活性化を目指す。

市民大学連携講座

5 健康教室 地区内住民 11月～12月
 （全4回）

壮年を対象にストレッチ等による健康維持と仲間づ
くりを図る。

6 正月飾り教室 地区内住民 12月 壮年を対象に日本の風物詩である年越しの行事や正
月飾りを学ぶとともに地域住民の親睦を図る。

7 料理教室 地区内住民 1月～3月
 （全4回）

壮年を対象に料理を通して、生きがいづくり、仲間
づくりを目指す。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ICT推進講座 地区内住民 講座を通して便利で豊かな生活が送れるよう支援す
るとともに、仲間づくり、生きがいづくりを推進す
る。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考

1 日新地区地域学
校協働本部会議

委員（地域
学校協働活
動推進員ほ
か）

5月
2月
（全2回）

期日
 （回数）

11月～1月
 （全3回）

6月～7月
（全４回）

地域と学校が協働して児童生徒を育てるよう情報交
換をする。
（地域学校協働本部事業）
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2 WorkWork体験
in 日新

日新中学校
区小中学校
児童・生
徒、地区内
住民

９月５日

3 鍋掛小学校 地域
学校協働本部事
業

鍋掛小学校
児童、地区
住民

通年

4 なべかけまつり 市民 11月８日 鍋掛地区の産業や文化を発表や展示などをとおして
地域の方々に紹介し、地域住民のふれあいや地場産
業の発展を図る事業に事務局として協力する。

5 鍋掛地区自治公
民館支援事業

地区内住民 通年 自主活動の支援協力を行う。

6 敬老会 地区内敬老
対象者

9月 敬老対象者に祝い品等を贈る事業に事務局として協
力する。

7 子ども育成事業 地区内児童
親子

通年 各種事業を通して、地区子供会育成会を事務局とし
て支援する。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 鍋掛小家庭教育

支援事業
7月～1月
（全2回）

研修会や親子ものづくり体験等を、親子で共有し協
力することにより、親子の絆や信頼関係を深める。
(家庭教育支援事業)

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 なべかけ千人展 市民、利用
団体

11月 公民館利用団体の活動成果の発表の場を提供し、各
種活動の普及を促進するとともに、利用者相互の交
流を図り、地域の輪を広げる。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館の利用・避難所開設時において安全安心に利
用できる環境を整えるため、建物等の計画的な改修
及び維持管理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館 市民、利用
団体

通年 公民館の利便性の向上に必要なシステムの充実及
び、地域住民の居場所づくりのために必要な設備の
導入

3 なべかけ千人展 施策６-№1再掲

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館だよりの
発行

地区内住民 月１回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

2 ホームページ等
での事業募集

地区内住民 随時 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、ホームページ等で広報す
る。

3 なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）

インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一
環として、公民館地域・事業等の紹介をインター
ネット（You Tube）で配信

期日
（ 数）

地域住民との活動を通して、児童・生徒相互の連帯
感や友情を深める。また、PTA、学校、公民館の共
催事業とすることで、地域全体で児童生徒を育てる
意識を啓発する。
（地域学校協働本部事業）
地域と学校の連帯強化を図り、子どもの健全育成、
人づくり、地域づくりを進める。（親子ものづく
り、親子学習会、授業協力、伝統行事体験など）
（地域学校協働本部事業）

５ 家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

鍋掛小児童、
保護者



15

令和8(2026)年度 東那須野公民館事業計画（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

【令和8(2026)年度事業計画】

１ ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２ 人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

那須塩原市公民館基本運営方針に基づき、地域の特性を生かした、やさしさと思いやりに
あふれる「健康で明るく楽しい東那須野公民館」の実現を目指し、公民館活動の推進を図る。

◇ 地域活動の拠点として、誰でも気楽に集える活動しやすい場の提供に努める。
◇ 地域づくりの拠点として、各種団体の運営支援と活性化に努める。
◇ 地域の人材を活用しながら、学級、教室、講座の充実に努める。
◇ 学校・地域と協働し、地域全体で子供たちの成長を支え、地域創生に努める。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 おもと大学 65歳以上の
地区内住民

5月～1月
 （全9回）

教養講話、音楽鑑賞、体力づくり、移動教室、もの
づくり等を通じて、高齢者の生きがいづくり、健康
づくりを図る。

2 成人セミナー 地区内住民 5月～10月
 （全3回）

地域在住の一般成人を対象に、豊かな人生を送るた
めの指標となる多様な学習機会を提供すると共に、
住民同士のつながりを図る。

3 東那須野わんぱ
く少年団

地区内児童 7月～10月
 （全7回）

小学校低学年を対象に、ものづくり、野外昆虫観
察、料理教室、星空観察等を通じて、児童の情操教
育を図る。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考

1 第22期東那須野
おはやしクラブ

地区内児童 6月～11月
 （全25回）

盆踊り大会や公民館まつり等の地域イベントで披露
するためのおはやし練習を通じて、児童への伝統文
化の継承、社会参加の促進を図る。

2 第42回東那須野
地区自治公民館
対抗ソフトボー
ル大会

地区内18歳
以上の住民

6月7日 自治公民館対抗のソフトボール大会を実施し、住民
の体力づくり、仲間づくりを図る。

3 第11回東那須野
地区自治公民館
対抗さいかつ
ぼーる大会

地区内18歳
以上の住民

7月5日 自治公民館対抗のさいかつぼーる大会を実施し、住
民の体力づくり、仲間づくりを図る。

4 PPバンドかごつ
くり

市民 9月～10月
 （全4回）

生活・趣味・工芸など成人の学びの場を提供 市民大学連携講座

5 夏休み宿題サ
ポート教室

地区内児童 7月～8月
 （全3回）

地区内の小学生を対象に「自由工作コース」、「絵
画コース」、「書道コース」の３つを育成会と共催
で実施する。

6 第12回こども書
道教室

地区内児童 12月19日（午
前・午後）
 （全2回）

書道を通じて、児童への礼儀作法の習得、伝統文化
の継承を図る。また、冬休みの長期休業期間中に実
施することにより、自由課題のサポートを行う。

7 ハイキング 地区内住民 10月 自然の中を健康的に歩くことで、住民の体力づく
り、仲間づくりを図る。

8 健康ハツラツ講
座

地区内住民 12月～1月
 （全3回）

人生100年時代を健康な状態のまま過ごすために、
様々な角度から健康な身体づくりを目指すための学
びの場を提供する。

9 はじめての草木
染め教室

地区内住民 6月～11月
 （全3回）

植物の煮汁を使って、お料理感覚で、誰でも簡単に
自分だけの一枚が作れる草木染め教室を実施する。

期日
 （回数）
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３ 現代的課題に応じた学習機会の提供

４ 地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ブリヂストン栃
木工場見学会

市民 10月14日 普段の生活では、見ることのできない工場内部を見
学する。また、環境に配慮した工場の仕組みや取り
組みについても学習する。

2 プログラミング
教室
 （低学年の部）

地区内児童 12月～2月
 （全2回）

小学校低学年を対象に、ゲーム作り体験を通してプ
ログラミングの楽しさを知り、ICT時代への適応能
力の育成を図る。

3 プログラミング
教室
 （高学年の部）

地区内児童 12月～2月
 （全4回）

小学校高学年を対象に、ゲームソフト作りによるプ
ログラミングの体験を通じて、ICT時代への適応能
力の育成や創意工夫の楽しさを、実体験として学習
する。

4 スマートフォン
活用講座

地区内住民 未定 初級～中級を目指すスマートフォン講座を開設し
て、ICT時代への適応を目的とした、機器操作習得
の促進を図る。

5 なすしおばら生
涯学習MILK（見
る・来る）

インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一
環として、公民館地域・事業等の紹介を、インター
ネット（You Tube）で配信。

6 エジソンドリー
ム教室（科学工
作）

地区内児童 6月～12月
 （全4回）

小学校高学年を対象に、プログラミングや科学工作
の体験を通じて、ICT時代への適応能力の育成や創
意工夫の楽しさを、実体験として学習する。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 第12回みね山花
まつり

市民 4月5日 地域のシンボルである東那須野公園内に咲く花を、
市内外の方に鑑賞していただくとともに、交流の場
として地域活性化及び一体感の醸成を図る。
 （地域学校協働本部事業）

2 絵本と出会うま
ちたんけん

地区内児
童、保護者

6月13日 地区内児童と保護者が、那須塩原駅周辺の散策と、
休憩ポイントでの絵本の読み聞かせを通じて、身近
な地域とのふれあいと読書の大切さを学ぶ。
 （地域学校協働本部事業）

3 みんなの会議 地区内児
童、生徒、
住民

6月11日
10月(未定)
2月16日

地区内児童生徒と住民が、地域イベントの企画運営
に協働参画するために、話合いの場を設ける。
 （地域学校協働本部事業）

4 東那須野地区ふ
れあい盆踊り大
会

市民 8月16日 盆踊り大会を通じて、住民間のふれあいを深めると
ともに、地域の伝統行事の継承を図る。
 （地域学校協働本部事業）

5 児童作品展 地区内児童 8月17日～
8月21日

夏休みに制作した絵画、工作作品、書道等の展示会
を実施し、夏休み期間中における児童の情操を培
う。
 （地域学校協働本部事業）

6 東那須野公園水
仙植栽

地区内住民 10月24日 東那須野公園に水仙を植栽することで、地域の環境
美化を推進するとともに、観光振興を図る。
 （地域学校協働本部事業）

7 那須野が原開拓
まつり

市民 10月18日 お祭りを通じて、住民間のふれあいを深めるととも
に、郷土愛を育て、青少年の健全な育成と産業振興
を図る。
 （地域学校協働本部事業）

8 東那須野花市 市民 1月11日 昔の遊び体験や各種団体の発表等のイベントを実施
し、地域の活性化を図る。
 （地域学校協働本部事業）

9 大原間文化祭
 （大原間小）

児童、地域
協力者等

11月21日 文化祭の企画の一つとして、地域の方たちによる指
導のもと、様々な体験活動を行う。
 （地域学校協働本部事業）

10 大原間小学校ク
ラブ活動
 （大原間小）

児童 通年 学校のクラブ活動を通して、地域の方たちから様々
なことを学ぶ機会を得る。
 （地域学校協働本部事業）
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11 波立小学校花
いっぱい活動
 （波立小）

児童、PTA
等

6月
11月

環境美化の一環として花苗植えを行い、自然や地域
に対する愛情を育む。
 （地域学校協働本部事業）

12 波立小学校門松
づくり
 （波立小）

児童、PTA
等

12月 日本の伝統文化である門松づくりの体験を通して、
その良さを感じ、友達と協力して制作する楽しさを
味わう。
 （地域学校協働本部事業）

13 波立小学校感謝
の会
 （波立小）

児童、PTA
等

11月21日 日頃お世話になっている地域の方たちへ、感謝の手
紙朗読と花束贈呈などを行う。
 （地域学校協働本部事業）

14 東那須野中学校
みんなで作る花
壇づくり
 （東那須野中）

生徒 6月
11月

学校内の花壇整備を行い、環境美化に対する心を育
てる。
 （地域学校協働本部事業）

15 生徒 8月16日 地域の盆踊り大会の企画・運営に協力し、地域の人
との交流や郷土愛を深め、将来の東那須野地区のま
ちづくりの担い手を育てる。
 （地域学校協働本部事業）

16 第31回東那須野
公民館まつりの
企画・運営協力
 （東那須野中）

生徒 11月15日 地域の祭りの企画・運営に携わることで、お祭りの
大切さや地域の良さを知ることにより、地域の人と
の交流や郷土愛を深める。
 （地域学校協働本部事業）

17 東那須野わんぱ
く少年団 施策1-3再掲

18 第22期東那須野
おはやしクラブ 施策2-3再掲

19 プログラミング
教室
 （低学年の部）

施策3-1再掲

20 プログラミング
教室
 （高学年の部）

施策3-2再掲

21 夏休み宿題サ
ポート教室

地区内児童 7月～8月
（全3回）

児童作品展に出展するための絵画、工作作品、書道
等の制作をサポートして、児童の情操を培う。
 （地域学校協働本部事業）

22 エジソンドリー
ム教室（科学工
作）

施策3-3再掲

23 第12回こども書
道教室 施策2-4再掲

24 地域学校協働本
部会議
 （管内小中学
校）

委員（地域
学校協働活
動推進員
他）

6月11日
2月16日

地域学校協働本部事業に関して、意見交換を行うと
ともに、各学校と地域学校協働活動推進員の調整及
び、地域の関連事業との連携を図る。
 （地域学校協働本部事業）

25 東那須野公民館
運営協力委員会

運営協力委
員

随時 公民館事業協力に関する連絡調整を行い、円滑な事
業実施を図る。

26 東那須野地区子
ども会連合会

地区内子ど
も会理事

随時 各種事業に対する援助・連携・協力を行い、地域づ
くりを推進する。

27 東那須野地区婦
人会

婦人会会員 随時 地区の婦人会事業の支援・連携・協力を行う。

28 地区内自治
公民館長

随時 地区の自治公民館連絡協議会での、運営及び事業の
支援・連携・協力を行う。

29 東那須野地区ふ
れあい推進協議
会

地区内関係
団体代表者
等

随時 各種事業に対する援助・連携・協力を行い、地域づ
くりを推進する。

30 東那須野公民館
利用団体連絡協
議会

定例利用登
録団体代表
者

随時 公民館の適正利用に関する協議・調整を行い、より
良い公民館づくりを図る。

31 東那須野地区遺
族会

遺族会会員 随時 各種事業に対する援助・連携・協力を行い、地域づ
くりを推進する。

32 ブリヂストン栃
木工場見学会

市民 10月14日 地区内に立地するブリヂストン栃木工場の見学会を
実施し、地元企業への関心を深める。
 （地域学校協働本部事業）

市民大学連携講座

東那須野地区ふ
れあい盆踊り大
会の企画・運営
協力
（東那須野中）

東那須野地区自
治公民館連絡協
議会
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５ 家庭教育の充実

６ 学びの成果を生かす取組の推進

７ 公民館の機能の充実と活用

８ 公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 【新規】
 子育てリフレッ
シュ講座「にっ
こり」

地区内未就
学児と保護
者

6月～10月
（全3回）

未就学児と保護者を対象に、子育てについての講話
や体操、ものづくり、リズム教育等を通じて、家庭
教育の促進を図る。
 保護者のみの講座をつくりリフレッシュする時間を
つくる。（家庭教育支援事業）

2 大原間小学校家
庭教育支援事業

保護者、児
童

期日未定 各校PTAや学年部と公民館で連携し、家庭教育に関
する学習やレクリエーション等を実施し、親子のふ
れあいを深める。（家庭教育支援事業）

3 波立小学校家庭
教育支援事業

保護者、児
童

期日未定 各校PTAや学年部と公民館で連携し、家庭教育に関
する学習やレクリエーション等を実施し、親子のふ
れあいを深める。（家庭教育支援事業）

4 東那須野中学校
家庭教育支援事
業

保護者、生
徒等

期日未定 各校PTAや学年部と公民館で連携し、家庭教育に関
する学習やレクリエーション等を実施し、親子のふ
れあいを深める。（家庭教育支援事業）

5 東那須野地区合
同家庭教育支援
事業

保護者 9月～12月
 （全2回）

三校の保護者を対象として、視察研修やものづくり
等を実施し、保護者同士の絆を深めるとともに家庭
教育力の向上を目指す。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 第31回東那須野
公民館まつり

市民 11月15日 公民館の講座、利用団体等の趣味の作品展示、学習
成果の発表の場としてイベントを実施し、文化振興
を図る。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において、安全安心に利
用できる環境を整えるため、建物等の計画な改修及
び維持管理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上を図るため、オンライン予約シ
ステムを導入する。また、地域住民の居場所づくり
を進める。

№ 事業名 対象者 期日
 （回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館だよりの
発行

地区内住民 月1回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

2 なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）

施策3-№5再掲
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令和８(2026)年度　高林公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

  地域の特色を活かした学びによる、生きがいづくり、心豊かな人づくり、活力のある地域づくりをめざし、
今の時代に必要な学習の機会の提供と安心して学べる環境づくりを推進する。

◇　スマート公民館（オンライン予約システム）の取組を推進する。
◇   誰もが集まりやすく、活動しやすい公民館環境の整備
◇   学びの成果を活かせるワクワクする事業を推進する。
◇   学校と地域、各種団体と協働し、持続可能な地域づくりを推進する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

3

4

5

6

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

3

4

5

6

寄せ植え講座 地区内住民 5月・11月
（全2回）

寄せ植えを通して、仲間づくりと感性豊かな心を育
み生きがいづくりと仲間づくりを支援する。

キラリ
TAKABAYASHI
 ライフアップ講
座Part5

地区内住民 8月～10月
（全3回）

地域でキラリ輝いて活躍している方を講師に招き、
地域のブランド力を高めるとともに、健康で心豊か
に過ごすための知恵や知識を深め、充実した人生を
送ることができるよう支援する。

子ども教室
 「わくわく体験
楽好」

地区内児童 6月～2月
（全5回程度）

地域の特色ある環境を利用し、わくわくする活動を
通して、協調性を養い、豊かな心と創造性を育む。
 ①夏休み木工教室
 ②クッキング教室
 ③冬休み書き初め教室
 ④運動教室
 ⑤ものづくり教室

高齢者学級
 「いきいき学
級」

地区内高齢
者

6月～12月
（全5回）

心身共に健康で過ごすための生きがいづくりと仲間
づくりを図る。
 ①開講式
 ②移動教室
 ③ディスコン大会
 ④保育園児との交流
 ⑤閉講式

身体ポカポカ冬
の料理教室

地区内住民 12月
（全2回）

身体の温まる料理体験を通して、身体の健康増進、
参加者同士の交流を促進する。

大人の社会科見
学

地区内住民 3月 地域の産業、歴史、文化を学び、参加者同士のコ
ミュニケーションを図る。

心もスッキリ！
ボクシングエク
ササイズ講座

市民 6月
（全3回）

ボクシングエクササイズを通じて健康増進・体力向
上を図り、心の爽快感を得る。

市民大学連携講座

グラウンドゴル
フ大会

地区内高齢
者

①5月20日
②10月28日
（全２回）

グラウンドゴルフを通して体力の維持と親睦を深め
明るい地域づくりをする。

ソフトボール大
会

地区内住民 6月7日 ソフトボールを通した体力向上と親睦を深め明るい
地域づくりを図る。

輪投げ大会 地区内高齢
者

6月10日 輪投げを通した体力維持と親睦を深め明るい地域づ
くりを図る。

さいかつぼーる
大会

地区内住民
 学生を除
く

12月6日 さいかつぼーるを通した体力向上と親睦を深め明る
い地域づくりを図る。

ボウリング大会 地区内住民 2月27日 ボウリングを通した体力向上と親睦を深め明るい地
域づくりを図る。
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7 4月～3月
（毎週水曜日）
8月、1月を除く
（全30回程度予
定）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

3

いきいき百歳体
操

地区内高齢
者

健康づくり及び仲間づくり

スマホ講座 地区内住
民、利用団
体

9月
（全3回）

スマートフォンの基本的な操作を学び便利で豊かな
生活が送れるよう支援する。

プログラミング
教室

地区内児
童・生徒

1月
（全3回）

プログラミングを学びながら、ものづくりへの関心
と仲間づくりを支援する。

1 高林中学校地域
学校協働本部会
議

委員 5月、2月
（年2回）

公民館が事務局となり、情報交換等による学校と地
域の連携を図る。
 （地域学校協働本部事業）

2 地域学校協働本
部事業
 「高林そばフェ
スタ高中」
 （高林中）

管内中学
生、教員及
び自治会、
高齢者、地
域そば職人

9月上旬 地域に根付いているそば文化を、全校そば打ち体験
を通して学び自治会主催の「敬老会」とタイアップ
して実施することで、学校と地域の交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

3 地域学校協働本
部事業
 「伝統文化等の
継承」
 （高林小）

児童・地域
内住民

通年 高林獅子舞や琴の体験を通じて地域の伝統に学ぶ体
験活動を学ぶ。地域の方との花いっぱい運動や野菜
作りから郷土愛を育む。
（地域学校協働本部事業）

4 地域学校協働本
部事業
 「青木フェス
ティバル」
 （青木小）

児童・地域
内住民

11月 相撲大会を開催。青木コミュニティ主催の「青木周
蔵感謝祭」も同時に学校で開催され、地域の方たち
が集い交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

5 高林中学校区花
いっぱい運動
（３校合同）

地域内全児
童生徒
 地域内住
民

11月下旬 児童生徒が定植したプランターを地域の事業所など
に設置。花木の世話を通して地域の方々との交流を
図る。

6 高林地区自治公
民館連絡協議会

管内住民 通年 各種事業に対する事務等の支援、協力

7 青木地区コミュ
ニティ推進協議
会

管内住民 通年 各種事業に対する情報交換

8 高林地区福寿会
連合会

管内高齢者 随時 各種事業に対する事務等の支援、協力

9 高林地区子ども
会育成会連絡協
議会

管内小学生
及び保護者

随時 各種事業に対する事務等の支援、協力

10 サマーイベント 地区内児
童、保護者

8月下旬 サマーイベントを通じて、地区内の児童と保護者同
士の交流を深め郷土愛を育む。

11 高林地区ソフト
ボール愛好会

管内住民 ５月～6月 分館対抗ソフトボール大会前の練習会及び審判講習
会の実施により円滑な大会運営を図る。

高林小学校
 家庭教育学級

保護者・児
童

6月～3月
（全4回）

子育ての学習と保護者同士の交流を図る。
 （家庭教育支援事業）

青木小学校
 家庭教育学級

保護者・児
童

6月～3月
（全4回）

子育ての学習と保護者同士の交流を図る。
 （家庭教育支援事業）

高林中学校
 家庭教育学級

保護者・生
徒

6月～3月
（全2回）

子育ての学習と保護者同士の交流を図る。
 （家庭教育支援事業）

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

５　家庭教育の充実
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4

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

2

3

３校合同講演会
 （高林地区子育
て講演会）

地区内児童
生徒の保護
者

10月1日 地区内小中学生の保護者対象に、子育てに関する悩
みや解決策を共有し、気付きを共有する。「テーマ
：（仮）子育てセミナー」
 （家庭教育支援事業）

高林公民館まつ
り（倍センまつ
り）

市民、利用
団体

11月15日
展示期間
11月16日～21
日

利用団体や地区内住民の作品展示、中学校の文化活
動の発表等の場を提供。また、公民館事業の紹介の
場とし、地域交流と文化活動の発展を図る。展示期
間を設け、多くの方へ情報提供を行う。

児童生徒書初め
展

地区内児童
生徒

1月16日～2月
1日

小・中学生の作品発表の場を設けることで、地域住
民の文化への理解と交流を深める。

1 計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用
できる環境を整えるため、建物等の計画的な改修及
び維持管理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館利用の利便性向上のため、オンライン予約シ
ステムを活用する。

公民館だよりの
発行

地区内住民 毎月１回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

なすしおばら生
涯学習チャンネ
ルMILK（見る・
来る）
 高林公民館動画
配信

インター
ネット利用
者

通年 「ギリシャ神話」にまつわるYouTube動画を4シ
リーズ19作品配信するとともに、講座実施時にも活
用する。

高林公民館事業
実施資料館内配
信

来館者 通年 館内に公民館事業の写真や講座による作品等を展示
することで公民館事業の魅力発信を図る。

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実
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令和8(2026)年度　西那須野公民館事業計画書

【運営方針】

【令和8(2026)年度努力目標】

【令和８(2026)年度事業計画】
１ ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２ 人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

ライフステージに応じた学びの機会の充実を図り、学びを生かした地域づくり、
学びを支える環境づくりの拠点となる公民館運営を目指します。

◇ 幼児から高齢者まで、誰もが参加する喜びを実感できる事業の充実を図る
◇ 公民館の機能を活用し、地域の拠点として住民の集まりやすい場の構築
◇ 地域学校協働本部の定着と協働活動の推進に努め、地域教育力の向上を図る。
◇ 公民館・公園等利用者のために、安全で清潔かつ快適な施設の管理運営

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
１ 青少年ふれあい

教室「わんぱく
大学」

東小児童・
大学生

6月～2月
（全9回）

次世代を担う子どもと若者を対象に、交流体験活動
を通して、人間関係の構築を図りながら、地域を元
気にする人づくりを目指す。

２ 6月～1月
（全8回）

地域社会活動を行う女性の資質向上や心身の健康向
上を目指して学習機会を持ち、女性たちの学び、交
流、親睦を目的に、現代的課題に応じた学習内容に
も積極的に取り組んでいく。

３ 6月～1月
（全8回）

高齢者の社会参加を積極的に推進し、生きがいのあ
る人生を送るため、体験活動や健康に関しての学習
に意欲的に取り組んて行く。

４ ものづくり大学
「竹工芸」

市 民 9月～10月
（全3回）

地元の自然（竹）を身近な暮らしに取り入れること
で、参加者が心豊かな充実した生活を送る一助と
し、更に地元の良さを再認識してもらう。

５ スキルアップ講
座「竹と花」

市 民 12月
 （全2回）

ものづくり大学の竹工芸を発展させ、竹と花との取
り合わせのアイディアを学び、生活を彩り豊かにす
るきっかけを作る。

６ スキルアップ講
座「山ぶどう」

市 民 1月～2月
 （全3回）

山ぶどうの蔓を使った作品を作成する。丈夫で自然
素材の温もりを感じる作品を通して、環境保全を意
識した生活を考える一助とする。

７ 歴史探訪 市 民 11月
 （全3回）

那須野が原の歴史について学び、最終回は移動教室
で史跡を巡る。郷土史から地域の特性や先人の知恵
を学び、現在の社会への理解を深めシビックプライ
ドを育む。

市民大学連携講座

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
１ 健康教室「ハイ

キング」
地区内住民 6月30日 自然や動植物に触れ、心身の健康づくりや、親睦・

交流を図る。

2 西那須野地区コ
ミ親善グラウン
ドゴルフ大会

地区内高齢
者

6月14日 中央地区コミュニティ協力で地域住民がスポーツを
通して健康づくりと親睦交流を図る。

3 中央地区グラウ
ンドゴルフ大会

地区内住民 7月4日 中央地区コミュニティ高齢者部会・体育部会協力で
地域住民がスポーツを通して健康づくりと親睦交流
を図る。

4 中央地区輪投げ
大会

地区内高齢
者

12月5日 中央地区コミュニティ高齢者部会協力で地域の高齢
者がスポーツを通して健康づくりと親睦、交流を図
る。

５ 中央地区親善ボ
ウリング大会

地区内住民 2月13日 中央地区コミュニティ体育部会協力で地域住民の親
睦と健康増進のため、ボウリング大会を実施する。

期日
（ 数）

期日
（ 数）

女性教室
 「なでしこ学
級」

地区内女性

高齢者セミナー
「ときわ学級」

地区内高齢
者
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３ 現代的課題に応じた学習機会の提供

４ 地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

５ 家庭教育の充実

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1

施策1‐2再掲

2 健康講座「やさ
しい片づけ講
座」

地区内住民 8月～10月
（全3回）

片づけについて、考え方や思考整理方法から学ぶこ
とで、生活環境はもとより心も体もすっきりし、心
身ともに健康となることを目的とする。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 地域ふれあい教

室
 「やんちゃくら
ぶ」

東小児童 7月22日
8月5日

講師に地域ボランティアや中学生の協力を得て、東
小１年生から６年生を対象に、夏期休業期間中に課
題対策や体験活動を通して、夏休みの思い出作りを
目的とする。
（地域学校協働本部事業）

2 青少年ふれあい
教室「わんぱく
大学」

施策1-1再掲

3 郷土芸能伝承事
業

東小児童 通年 「太夫塚八木節笠踊り」の伝承を目的に、保存会の
指導のもと郷土芸能への理解を深め、イベント等で
学習成果を発表する。

4 街の音楽会 市民、西那
須野中生徒

12月13日 中央地区コミュニティ文化部会の協力で、様々な
ジャンルの音楽を生演奏してもらい鑑賞する。
 （地域学校協働本部事業）

5 むかしの遊びに
挑戦しよう

東小1年児
童、地区内
高齢者

未定
 （全1回）

中央地区コミュニティ協力で生活科の授業に地域の
高齢者から伝承遊びを学び、遊びを通して異世代間
の交流を図る。
 （地域学校協働本部事業）

6 西那須野中学校
「防災学習」

西那須野中
生徒、保護
者、地域住
民ボラン
ティア

10月 西那須野中学校生徒が災害時自ら考え主体的に行動
できるようにするための講話や訓練体験を学習する
事業を、中央地区コミュニティなどの地域住民が積
極的に支援し、ともに学習しながら世代を越えた地
域の輪を広げていくことを目指す。
 （地域学校協働本部事業）

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 東小学校

 家庭教育支援事
業

東小児童、
保護者

親子移動教室
10月18日

各種の学習会を通じ、仲間づくりを目指す。子育て
についての問題に気づき、情報交換をしながら成長
していくことで、親としての資質を向上させる。
 （家庭教育支援事業）

2 西那須野中学校
 家庭教育支援事
業

西那須野中
生徒、保護
者

視察研修
11月6日

保護者を対象に実施し、思春期の子どもの育て方を
学び、また保護者同志子育ての話を共有する機会を
持つ。
 （家庭教育支援事業）

3 わくわく子育て
ネット

市内未就園
児親子

通年
（全18回）

乳幼児を持つ保護者を対象に様々な活動や体験を通
し、さらに地域社会との関わりを持ちながら子育て
について学び、保護者間のネットワークを図る。
 （家庭教育支援事業）

４ 親子創作教室 東小児童、
保護者

7月、12月
（全2回）

東小学校児童・保護者対象に、夏休みと冬に親子で
創作活動を学ぶ機会を提供する学習会。 中央地区コ
ミュニティ青少年部会の協力で親子での協同作業と
なる教室を実施する。
 （家庭教育支援事業）

期日
（ 数）女性教室

 「なでしこ学級」

期日
（ 数）

期日
（ 数）
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６ 学びの成果を生かす取組の推進

７ 公民館の機能の充実と活用

８ 公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 西那須野公民

館、中央地区コ
ミュニティまつ
り

市 民 11月1日 公民館事業や公民館を利用するサークルの学習成果
の発表と、中央地区コミュニティが出店する模擬店
などを通し、地域住民の交流の場を設け、地域連帯
感を醸成する。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 計画的な改修及

び修繕の実施
市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用
できる環境を整えるため、建物等の計画な改修及び
維持管理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 オンライン予約システムの利用促進を図る。
 シェアスペースでは、地域住民の憩いの場として幅
広い年齢層が利用できるよう、より快適な空間づく
りを実施する。

№ 事業名 対象者 内容・目的（ねらい） 備考
1 公民館だよりの

発行「公民館ロ
ビー」

地区内住民 随時発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

期日
（ 数）

期日
（ 数）

期日
（ 数）
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令和8(2026)年度　狩野公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

【令和8(2026)年度事業計画】

　 地域の特性を活かしながら生涯学習や人づくり・地域づくりの場として、誰もが気軽に
集える公民館、仲間づくり・地域づくりを目指した公民館活動を推進する。

◇　生涯各期に則した各種教室・講座等の内容の充実と自主的学習活動の推進に努める。
◇　コミュニティや小中学校・各種団体等の連携により、活力ある地域づくりの推進に努める。
◇　地域住民の活動拠点として、親しみのある公民館の環境づくりに努める。
 

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 学校外活動事業
少年教室
「ひばりのこ」

槻沢小学校
児童

6月～2月
（全9回）

創作、運動、レクレーション、移動教室等をとお
し、豊かな心を育み、健康な体を作り、学年を超え
た仲間づくりを図る。

2 シニア倶楽部
「しののめ」

地区内高齢
者

5月～1月
（全9回）

講話、創作活動、レクレーション活動等をとおし
て、高齢者の生きがい、仲間づくりを図る。

3 夏休み・冬休み
宿題お手伝い講
座

槻沢小学校
児童

7月・12月
（全3回）

夏休み・冬休みの宿題のサポート講座を開催し、長
期休み中の学習の場と居場所を提供する。

4 教養・趣味の講
座

地区内住民 未定 寄せ植えや料理教室等、様々な知識や体験を増やす
ことで、生涯にわたる趣味や生きがいづくりを促進
するとともに、受講生同士の交流による地域活性化
を図る。

5 利用団体の育成
支援

市民 通年 情報提供を行い、各団体活動を支援する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 郷土芸能伝承講
座「遅沢ばやし
教室」

地区内住民 5月～2月
（全12回）

遅沢ばやしの練習と各種イベント参加の活動をとお
して、郷土愛を育み地域伝承文化の継承に繋げる。

2 西那須野地区親
善グラウンドゴ
ルフ大会

地区内高齢
者

6月14日 スポーツを通して、高齢者の健康づくりとコミュニ
ティ相互の交流、親睦を深めることを目的として実
施する。

3 【新規】染物教
室

市民 9月～10月
（全5回）

染物の技法を体系的に学び、作品作りを通して受講
生同士の親睦を深めるとともに、日本の伝統文化へ
の理解を深めることを目指す。

市民大学公民館連携
講座

4 狩野地区大運動
会

地区内住民 10月4日 スポーツをとおし地域住民の健康・親睦を深め、心
豊かな地域づくりを図る。

5 ふれあいハイキ
ング

地区内住民 9月24日 身近な自然や動植物にふれ、心身の健康づくりや、
親睦・交流を図る。

6 郷土芸能の育成
支援

地区内郷土
芸能団体

通年 郷土芸能伝承のため、各団体の活動を支援する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ICT講座（仮） 地区内住民 未定
（全3回）

ICTの基礎知識や操作方法を習得し、デジタル技術
を日常生活に活用することで、情報の格差をなくし
利便性を高めることを目指す。
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４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

５　家庭教育の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 【新規】
染物教室

市民 9月～10月
（全5回） 施策2-№3再掲

2 図書館ボラン
ティアによる読
み聞かせ

槻沢小児童 通年 図書ボランティアを活用し、図書室の整理や読み聞
かせを通して、本に親しむ子供の育成を図る。
（地域学校協働本部事業）

3 花いっぱい運動 三島中学校
区・地区内
住民

6月2日
11月11日

地域と学校が協力して年２回、学校や公民館周辺の
プランターに花苗を植栽し、地域住民との交流及び
児童の情操育成を図る。
（地域学校協働本部事業）

4 さわやかサミッ
ト

三島中学校
区・地区内
住民

6月10日
1月20日

中学生、小学生、地域住民、教諭が判別協議を行
い、地域の絆を深める。
（地域学校協働本部事業）

5 感謝の会 槻沢小児
童・地区内
住民

11月
（全1回）

地域の協力者やボランティアを学校に招待し、交
流、感謝の気持ちを伝える。
（地域学校協働本部事業）

6 地域学校保健委
員会

三島中学校
区・地区内
住民

12月17日
（全1回）

児童生徒の健康について情報交換を行う。
（地域学校協働本部事業）

7 高齢者との交流
会

槻沢小１年
児童

1月
（全1回）

地元の高齢者と昔の遊びを通して交流する。
（地域学校協働本部事業）

8 郷土芸能保存団
体との交流会

槻沢小3年
児童

1月
（全1回）

郷土芸能保存団体との交流活動をとおして地域郷土
芸能への関心を高め、郷土愛を育む。
（地域学校協働本部事業）

9 西那須野地区親
善グラウンドゴ
ルフ大会

施策2-№2再掲

10 狩野地区盆踊り
大会

地区内住民 8月15日 地域伝統文化の盆踊り大会を開催して地域住民の親
睦・連帯感を深める。

11 狩野地区大運動
会 施策2-№4再掲

12 公民館・狩野地
区コミュニティ
まつり

地区内住民 11月1日 公民館講座、教室、利用団体の作品展示、学習成果
の発表とコミュニティの催し物を開催し、地域住民
の交流を図る。

13 狩野地区コミュ
ニティどんどん
焼き

地区内住民 1月9日 狩野地区の伝統行事を開催して、後世に伝え、心豊
かな地域づくりを図る。

14 地域学校協働本
部

三島中学校
区

通年 情報交換会等を行い、学校と地域の連携、事業展開
を推進する。

15 コミュニティ活
動の育成支援

地区内住民 通年 狩野地区コミュニティ推進協議会と連携して、自主
活動を支援し育成を図る。

16 自治公民館活動
の支援

地区内住民 通年 備品の貸し出しや情報提供を行い、地区活動を支援
する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 槻沢小学校家庭
教育学級「つき
のき」

槻沢小学校
児童・保護
者

7月～1月
（全6回）

保護者としての学びの場を提供し、保護者同士の交
流を図りながら、家庭での保護者のあり方、子育て
等を学ぶ。
（家庭教育支援事業）

2 夏休み親子工場
見学

地区内未就
学児親子

8月
（全1回）

製品ができる工程や、そこで働く人たちの様子を親
子で見学する。学びを共有することで親子の会話を
増やし、また、将来の職業選択を考える機会とす
る。
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６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館・狩野地区
コミュニティまつ
り

施策4-№12再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及び
修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用でき
る環境を整えるため、建物等の計画的な改修及び維持管
理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館に
向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館利用の利便性向上のため、オンライン予約システ
ムを活用する。

3 公民館・狩野地区
コミュニティまつ
り

施策4-№12再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館・コミュ
ニティだよりの
発行

地区内住民 月１回発行 公民館及びコミュニティが実施する事業について、
地区内住民へ周知するため、広報紙を発行する。
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令和8(2026)年度　南公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

生涯学習推進プランに基づき、生涯学習社会の実現に向けて地域の特性を生かしながら、次の目標
を掲げて誰もが気軽に利用できる公民館運営を目指します。

◇  幼児期、青少年期、成人期、高齢期の学習活動の支援
◇  学校・家庭・地域の連携による児童生徒の健全育成を通した地域づくりの推進
◇  コミュニティ活動を支援し、地域に根ざした人づくり・地域づくりの促進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 少年教室
「つばめのこ」

南小児童 6月～2月
（全9回）

学校の授業では体験できない創作や見学、スポーツ
などにチャレンジし、学びながら子どもの自主性、
創造性を育み、学年を越えた仲間づくりを推進す
る。

2 高齢者セミナー
「すずらん学
級」

地区内高齢
者

6月～2月
（全9回）

講話、創作、軽運動などを通して、心身の健康づく
り、仲間づくり、生きがいづくりを推進し、高齢者
の生涯学習の充実を図る。

3 南地区輪投げ大
会

地区内住民 11月15日 地域高齢者の健康増進と参加者相互の交流を深め、
地域の活性化を図る。

4 西那須野地区親
善グラウンドゴ
ルフ大会

地区内高齢
者

６月14日 西那須野地区６コミュニティの共催事業として実施
し、スポーツを通して高齢者の健康づくりとコミュ
ニティ相互の交流、親睦を深めることで地域の活性
化を図る。

5 南小陶芸教室 南小5年児
童

7月
（全2回）

地域の愛好者による指導のもと、小学生が陶器づく
りの体験を通して陶芸の歴史やものづくりの楽し
さ・大切さを学ぶとともに、児童健全育成への地域
人材の活用を図る。（地域学校協働本部事業）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 陶芸教室 市民 ８月～9月
（全4回）

常設の陶芸窯を保有する特性を生かし、陶芸の初歩
技術を学び、新たな生きがいづくりの創出や仲間づ
くりを通して陶芸活動の活性化を図る。

市民大学連携講座

2 自主グループ養
成講座
「草木染め教
室」

市民 ８月～2月
（全3回）

生涯にわたる趣味づくりの場を提供し、仲間づくり
と学びの場を提供し、併せて公民館利用団体の育成
を図る。

3 公民館教養講座 市民 未定 様々な知識を増やすことで、これからの様々な活動
に活かしたり、生涯にわたる趣味への活用など生き
がいづくりを促進するとともに、受講生同士の交流
による地域活性化を図る。

4 もの作り教室
「寄せ植え教
室」
「みそづくり教
室」
「ガラス工芸教
室」

地区内住民 未定
（全3回）

管内の市民が集い、親睦を深めながら楽しくもの作
りを学び、趣味の世界を広げることで、生涯学習の
きっかけづくりや公民館の利用拡大と活性化を図
る。

5 ハイキング 地区内住民 10月17日 身近な自然に触れることで心身の健康増進を図ると
ともに、参加者相互の交流、親睦を深めることで地
域の活性化を図る。
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３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 少年教室
「つばめのこ」
（再掲）

南小児童 6月～2月
（全9回）

学校の授業では体験できない創作や見学、スポーツ
などにチャレンジし、学びながら子どもの自主性、
創造性を育み、学年を越えた仲間づくりを推進す
る。

2 高齢者セミナー
「すずらん学
級」
（再掲）

地区内高齢
者

6月～2月
（全9回）

講話、創作、軽運動などを通して、心身の健康づく
り、仲間づくり、生きがいづくりを推進し、高齢者
の生涯学習の充実を図る。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 第41回南地区コ
ミュニティ・南
公民館まつり

地区内住民
公民館利用
者

10月4日 公民館主催講座の紹介と自主活動グループの作品展
示、活動紹介及び各種イベントを行い、地域住民と
の交流やコミュニティとの協働を図るとともに、児
童生徒の参加促進をすることで、地域をあげて子ど
もたちの健全育成の気運を醸成する。

2 南地区花いっぱ
い運動

地区内住民 6月6日
10月24日

南公民館敷地及び南地区内の沿道の一部に地域住民
が協力して季節の花を植えることにより、地域の美
化や環境保全を図り、親睦と交流を深めることで地
域の活性化を図る。

3 地域史跡保存活
動

地区内住民 6月28日 田園空間博物館サテライトの一つである親王台の管
理（清掃活動）を通して、自然に触れ、開拓の歴史
を学ぶとともに、貴重な史跡を適正に保存すること
で地域の活性化を図る。

4 ウエスカット作
業

地区内住民 2月14日 地域内から寄贈された布を、介護施設等の福祉施設
で活用できる大きさにカットしてウエスを作成する
作業を通して、地域内福祉活動の促進と地域住民の
協力体制による親睦を深めることで地域の活性化を
推進する。

5 ミニ門松作り教
室

地区内住民 12月13日 正月飾りの一つである門松の作成を通して日本の伝
統文化を学ぶとともに、参加者相互の親睦と交流を
深めることで地域の活性化を図る。

6 南小地域交流教
室

南小児童 未定 地域住民の指導を受け、物作り体験などに取り組
む。これによりものづくりの楽しさ・大切さを学ぶ
とともに、地域住民と児童の世代間交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

7 特別支援学級
自立活動

南小児童 未定
（全1回）

地域の愛好者等による指導のもと、素材を生かした
身近な飾り物の作成などを通して児童の社会性を育
み、自立を促すとともに、地域住民と児童の世代間
交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

8 宿題お助け隊 南小児童・
西那須野中
生徒・地区
内住民

8月・12月
（全2回）

南小学校児童の希望者を対象に長期休業中（夏季・
冬季）の宿題の仕上げを中学校生徒と地区内住民が
協力して支援する活動を通して、地域人材の活用と
中学生のボランティアへの参加意識の高揚を図る。
（地域学校協働本部事業）

9 コミュニティ活
動の育成支援

南地区コ
ミュニティ
推進協議会

通年 南地区コミュニティ推進協議会の活動を支援し、育
成を図ることで、住みよい地域づくりに寄与する。

10 自主グループの
育成支援

南公民館定
例利用団体

通年 公民館定例利用団体への情報提供等により活動を支
援し、公民館まつりに学習成果の発表の場を提供す
ることで、各団体の活動の充実を図る。

11 自治公民館活動
の支援

地区内自治
公民館

通年 相互の情報交換や連携を行うことで、地区活動を支
援しながら自治公民館の活動の活性化を図る。
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12 地域学校協働本
部事業

地区内住
民・南小児
童・西那須
野中生徒

通年 地域、学校、公民館が連携して次代を担う児童生徒
の健全育成活動を行うことにより、地区内住民の交
流による地域の活性化を図る。
（地域学校協働本部事業）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 第41回南地区コ
ミュニティ・南
公民館まつり
（再掲）

地区内住民
公民館利用
者

10月4日 公民館主催講座の紹介と自主活動グループの作品展
示、活動紹介及び各種イベントを行い、地域住民と
の交流やコミュニティとの協働を図るとともに、児
童生徒の参加促進をすることで、地域をあげて子ど
もたちの健全育成の気運を醸成する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館整備事業 公民館利用
者

通年 施設の修繕や管理を行うことで、公民館利用者の利
便性を図る。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館だよりの
発行

地区内住民 月１回発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 南小家庭教育支援
事業

南小保護
者・児童

6月～2月
（全6回）

教育講演会、親子体験活動、ワークショップ、移動教室
等を通して、保護者同士の交流を図りながら学習機会を
設けることで、家庭教育力の向上による児童の健全育成
を図る。
（家庭教育支援事業）

2 ミニ門松作り教室
（再掲）

地区内住民 12月13日 正月飾りの一つである門松の作成を通して日本の伝統文
化を学ぶとともに、参加者相互の親睦と交流を深めるこ
とで地域の活性化を図る。
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令和８(2026)年度　西公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

　 地域の社会教育の拠点として公民館主催事業の情報を発信するとともに、地域住民が集い、ふれあい、
学び合える場所を提供し、「豊かな人づくり」や「活力ある地域づくり」を目指す。

◇  学級・講座の内容の充実を図るとともに、自主的な学習活動団体を支援する。
◇　コミュニティ、三島中学校、西小学校及び西保育園と連携した地域活動を推進する。
◇　地域活動の拠点として、地域住民から親しまれる環境づくりに努める。　　
 

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 学校外活動事業
少年教室「チャレ
ンジ☆キッズ」

地区内児童 5月～1月
（全8回）

学校教育の教育課程の中では体験できない学習機会を提
供し、児童の豊かな心の育成を図る。

2 高齢者セミナー　
「さわやか学級」

地区内高齢
者

5月～2月
（全9回）

外出や交流が滞りがちになる高齢者に、教育（今日行
く）と教養（今日用）の場を提供し、豊かな人生を送っ
てもらう。

3 利用団体の育成支
援

市民 通年 情報提供を行い、各団体活動を支援する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 郷土芸能継承講座
「子ども疏水太
鼓」

地区内児童
４～６年生

4月～12月
（全30回）

郷土芸能への理解を深めるとともに、演奏を通して地域
活動へ積極的に参加し、児童の豊かな人間性を育成す
る。

2 西那須野地区親善
グラウンドゴルフ
大会

地区内高齢
者

6月 スポーツを通して、高齢者の健康づくりとコミュニティ
相互の交流、親睦を深めることを目的として実施する。

3 ハイキング教室 地区内住民 6月 街歩きをとおして、歴史的建造物や史跡、風景を鑑賞
し、参加者同士の会話を楽しみながら健康増進を図る。

4

5 竹工芸教室 地区内住民 9月～10月
（全5回）

地元で活躍する竹工芸家井上守人氏を招いて、那須地方
で盛んな竹工芸を学ぶ。

市民大学連携講座

6 ワイン講座 市民 8月～11月
（全3回）

地元で活躍するワイン醸造家の山崎賢子氏を招き、生産
から醸造まで体験しながらワインについて学ぶ。

市民大学連携講座

7 西地区親善レク
レーション交流会

地区内住民 9月
（全1回）

地域住民がレクレーションを通じて親睦を深め、地域の
活性化を図る。

8 味噌づくり教室 地区内住民 1月
（全1回）

日本の伝統的調味料である「味噌づくり」を通して、新
しい家庭の味を作っていく。

9 郷土芸能の育成支
援

地区内郷土
芸能団体

通年 郷土芸能伝承のため、各団体の活動を支援する。

【新規】
藍染教室

地区内住民 6月～7月
(全4回)

藍染の技法や知識を学びながら、参加者同士の親睦
を図る。
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３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 なすしおばら生涯
学習チャンネル
MILK（見る・来
る）

インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一環と
して、公民館地域・事業等の紹介をインターネット（
You Tube）で配信

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 さわやかサミット 三島中学校
区・地区内
住民

6月・1月
（全2回）

三島中学校区をより住みやすい地域にしたりするための
課題や改善点を、小学校の児童と中学校の生徒、地域の
方々が話し合い、主体的に改善しようとする態度を養う
ことを目的として実施。
（地域学校協働本部事業）

2 地域学校協働本部 三島中学校
区

6月・1月
（全2回）

情報交換会等を行い、学校と地域の連携、事業展開を推
進する。

3 花いっぱい運動 三島中学校
区・地区内
住民

6月・11月
（全2回）

公民館敷地内にプランターを設置し、春と秋の2回に分け
て花を植え替え、地域環境の美化とこどもの情操を育
む。
（地域学校協働本部事業）

4 フラワーロード整
備事業

地区内児
童・地区内
保育園生・
地区内高齢
者

6月・11月
（全2回）

管内小学校と保育園が連携し、児童、園児が地域高齢者
とともに公民館前市道歩道に草花の植栽を行い、地域の
環境美化を図る。

5 子ども夏まつり 地区内住民 8月
（全1回）

地域の子ども達の健全な育成と郷土愛の醸成をはかり、
併せて高齢者との交流を深める。

6 竹工芸教室
施策2-№5再掲

7 ワイン講座
施策2-№6再掲

8 西小・高齢者との
交流活動

地区内児童
1年生
地区内高齢
者

9月
（1回）

管内小学校１年生が地域の高齢者との交流を通して、高
齢者の知恵や技術から新たな発見、驚きを体験し、併せ
て高齢者に対する感謝や敬いの気持ちを育む。
（地域学校協働本部事業）

9 西地区コミュニ
ティ・西公民館ま
つり

地区内児童 10月
（全1回）

公民館利用団体の作品展示及び学習成果の発表の場を提
供し、併せてコミュニティ催し物等を開催し地域住民の
交流を図る。

10 感謝の会 地区内児童 10月
（全1回）

地域の協力者やボランティアを学校に招待し、児童との
交流をとおして感謝の気持ちを伝える。
（地域学校協働本部事業）

11 音楽鑑賞教室 地区内児童 11月
（全1回）

楽器演奏を直接鑑賞することで、情操を育み豊かにす
る。
（地域学校協働本部事業）

12 地域学校保健委員
会

三島中学校
区・地区内
住民

12月
（1回）

地域の方々と連携を図りながら学校保健活動を推進し、
児童生徒の健康の保持増進を図る。
（地域学校協働本部事業）

13 絵手紙講師による
絵手紙教室

地区内児童
６年生

１月
（全1回）

卒業を見据え、保護者への感謝の気持ちを形あるものと
して残すことで、より一層の思いを深める。
（地域学校協働本部事業）

14 コミュニティ活動
の育成支援

地区内住民 通年 コミュニティが行う各種事業の実施に当たり企画への参
画、及び情報提供等の支援を通して、地域住民全員が参
加できるような地域づくりの活動を育成する。

15 自治公民館活動の
支援

地区内住民 通年 備品の貸し出しや情報提供を行い、地区活動を支援す
る。
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16 自主活動グループ
への支援

西公民館定
例利用団体

通年 同じ趣味を持ち活動している団体に、活動の場を提供す
るとともに、会員勧誘のちらしの掲示場所や活動成果の
発表の場を提供する。
また、自主グループを育成していくため、公民館が自主
グループ育成講座を実施する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 西小学校家庭教育
支援事業

西小学校児
童・保護
者・地区住
民

6月～2月
（全6回）

親子活動、創作教室などの活動を通して、子育てについ
ての悩みを共有し、子育てのヒントや気づきの手助けを
し、家庭教育力のアップを目指す。
（家庭教育支援事業）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 西地区コミュニ
ティ・西公民館ま
つり

施策4-№9再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及び
修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用でき
る環境を整えるため、建物等の計画的な改修及び維持管
理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館に
向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上に必要なシステム及び地域住民の居
場所づくりのために必要な設備の導入

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館・コミュニ
ティだよりの発行

地区内住民 月１回発行 公民館及びコミュニティが実施する事業について、地区
内住民へ周知するため、広報紙を発行する。

2 なすしおばら生涯
学習チャンネル
MILK（見る・来
る）

施策3-№1再掲

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実
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令和8(2026)年度　三島公民館事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

【令和8(2026)年度事業計画】

  三島公民館は、「心豊かに　学び続けることのできるまち　那須塩原」を基本理念とし、
心豊かで生きがいのある地域社会を目指し、地域住民の「自分らしく　たくましく　未来を
拓く人づくり」の場として、誰もが気軽に利用・参加できる公民館運営を目指していく。

◇　乳幼児から高齢者まで、各期にわたる学習活動の企画・提案・推進に努める。
◇　学級講座の充実と自主的学習活動の推進に努める。　
◇　コミュニティとの連携による研修会や地域活動の推進に努める。
◇　地域と学校を結びつける橋渡し的役割を担い、連携強化に努める。

1 少年教室
「こどもクラ
ブ」

三島小学校
児童

7月～8月
(全5回)

三島小児童を対象とし、様々な体験学習を通して子
どもの豊かな創造力や感受性を育む。ものづくり、
科学実験、野外学習、調理実習等、幅広い内容のプ
ログラムで実施する。

2 プログラミング
工作教室

三島小学校
児童

9月
(全3回)

ICT事業の一環として、児童がプログラミングを活
用した工作実習を体験することにより、プログラミ
ングの応用とものづくりの楽しさを同時に学ぶ。

3 郷土芸能伝承講
座「こどもおは
やし会」

三島小学校
児童

5月～12月
(全

お囃子を練習、習得することにより、地域伝統への
理解を深めると共に豊かな人間性を育む。

4 高齢者学級
「昴」

地区内高齢
者

6月～12月
(全7回)

ものづくり、健康講座、移動教室など各種講座を通
して、生涯にわたる生きがいや仲間づくり、心身の
健康維持を目指す。

5 女性学級  「ふわ
り」

三島地区在
住女性

9月～12月
(全5回)

ハツラツと健やかに過ごすための生活の知恵、心身
の健康、知識習得や体験（生活の知恵講座、ものづ
くり、視察研修等）を実施する。地域の女性の豊か
な人生観を育み、仲間づくりを応援する。

6 夏の子ども劇場 市民 7月25日 子どもたちに演劇鑑賞の機会を無料で提供すること
により、情操の育成と芸術への関心を促す。

1 発酵DE健康に！
Part2

市民 11月～12月
(全4回)

発酵食品を摂取することで健康で豊かな生活を送る
ために、発酵に関する基礎知識や、手軽に作ること
ができる発酵食品について多角的に学ぶ。
昨年度申込者が定員を超過し抽選漏れが多数いたこ
とと、受講者から大好評だったことを考慮し、より
深化した内容で継続実施する。

市民大学連携講座

2 【新規】
健康体操教室

地区内住民 1月～2月
(全3回)

心身共に健康で豊かな生活を送るために、誰でも手
軽に毎日行うことが出来る健康体操を体験し、実践
的方法について学ぶ。

3 ミニ門松作り教
室

地区内住民 12月13日 ミニ門松を製作することにより、新年を迎える準備
と伝統行事への意識と理解を深める。

4 そば打ち教室 地区内住民 12月20日 地元講師の指導でそばの打ち方を学び、伝統料理作
りを習得する。

5 西那須野地区親
善グラウンドゴ
ルフ大会

地区内住民 6月14日 スポーツを通して、高齢者の健康づくりとコミュニ
ティ相互の交流、親睦を深めることを目的として実
施する。

 

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

17回)
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6 三島地区グラウ
ンドゴルフ大会

地区内住民 11月13日 グラウンドゴルフを通して、住民同士の親睦と交
流、健康増進を図る。

1 国際交流講座
「日本語教室」

市内在住外
国人

4月～3月
(全33回)

在住外国人を対象とし、日本語の習得及び学習者、
指導者間の交流を深め、国際交流を図る。

2 プログラミング
工作教室 施策1-№2再掲

3 防災講習会 地区内住民 未定 地域住民の防災意識向上を図るため、講師を招き防
災の基礎や防災グッズの使用法等の実践的知識につ
いて学習する。

4 救命救急法講習
会

地区内住民 未定 日常生活上の救命、救急の基礎知識を得ると共に、
AEDの使用法を学び、事故等発生時の適切な対応法
を習得する。

1 さわやかサミッ
ト

三島中学校
区児童・生
徒、地区内
住民

6月10日
1月27日

三島小学校児童、三島中学校生徒、地域住民がグ
ループに分かれて一つのテーマについて話合い、地
域の絆を深める。
地域学校協働本部会議と同日開催。
(地域学校協働本部事業)

　

2 地域学校保健委
員会

三島中学校
区児童・生
徒、地区内
住民

12月10日 地区内の児童、生徒の健康について、地域住民と共
に情報交換を行う。
(地域学校協働本部事業)

3 花いっぱい運動 三島小学校
児童、地区
内住民

6月2日
11月17日

春と秋の２回に分けて地域住民と三島小学校児童が
協力して花を植え替え、三島地区の公民館と三島小
学校等にプランターを設置し、地域環境の美化と児
童生徒の情操を育む。
(地域学校協働本部事業)

4 七夕まつり 三島小学校
児童、保護
者、地区内
住民

7月4日 コミュニティ、子供会育成会との共催で、七夕の飾
付と紙芝居会などの伝統行事を行うことにより、児
童の豊かな人間性を育む。
(地域学校協働本部事業)

5 開墾記念行事 三島小学校
児童

4月15日 地域の方を講師に招き、講話を聴くことにより、開
拓の歴史について学習する。
(地域学校協働本部事業)

6 三島小学校
感謝の集い

三島小学校
児童

11月13日 日ごろお世話になっている地域の方々を招き、交
流、感謝の気持ちを伝える。
(地域学校協働本部事業)

7 三中フェスティ
バル

三島中学校
生徒、地区
内住民

10月30～31日
予定

文化祭に、生徒による合唱・演奏発表、作品展示な
どを通して、地域の方々との文化交流を図る。
(地域学校協働本部事業)

9 三島かるた 三島小学校
3年児童

1～2月 三島小3年の総合的な学習の時間に、地域かるたを
製作し、自分たちが住む地域について学ぶ。
(地域学校協働本部事業)

10 学習ボランティ
ア

三島小学校
5・6年児童

通年 地域住民ボランティアによるクラブ活動での指導を
通して、児童との交流を図ると共に、児童の情操を
育成する。
(地域学校協働本部事業)

11 第42回三島小学
校凧揚げ大会

三島小学校
児童、保護
者、地区内
住民

1月 凧揚げコンクールや大凧揚げ等の伝統行事を通し
て、児童の豊かで健やかな人間性を育む。
(地域学校協働本部事業)

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考
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12 どんど焼き 三島小学校
児童、保護
者、地区内
住民

1月 三島神社を会場に開催するどんど焼きのための繭玉
作りやとり小屋作り等を通して、地域児童への伝統
行事の継承を行う。
(地域学校協働本部事業)

13 地域学校協働本
部

本部委員
地域学校協
働活動推進
員

6月10日
1月20日

定例会議や情報交換会等を行い、学校と地域の連携
及び事業の推進を図る。
(地域学校協働本部事業)
※さわやかサミットと同日開催予定

14 地区内住民 通年 三島地区コミュニティ運営委員会への企画情報の提
供などによって活動を支援し、育成・連携を図る。

16 地域学校協働本
部

地区内住民 通年 定例会議や情報交換会等を行い、学校と地域の連携
及び事業の推進を図る。
（地域学校協働本部事業）

15 自主グループ利
用団体

三島公民館
定例利用団
体

通年 随時、情報提供等を行い、活動を支援し、利用団体
を育成する。(定例利用44団体)

1 ひよこの会　　
　　　

市内の1歳
～未就園の
乳幼児、保
護者(15組)

5月～12月
 (全11回)

市内の就園前乳幼児を持つ親を対象とし、「親子体
験活動」「親だけの学習機会(保育付き)」「食育調
理」などを実施する。
　子どもの心身発達やしつけについて学び、親同士
の交流や情報交換を通じて子育ての不安を解消し、
親自身の成長と家庭教育力の向上を目指す。
(家庭教育支援事業)
　　　　　　　　　　

2 三島小学校家庭
教育支援事業

三島小学校
　　　児
童、保護者

7月～10月
(全4回)

家庭での子どもとの関わり方を学ぶと共に、親子の
絆づくり、親子同士のネットワーク作りを支援し、
保護者が安心感と自信を持って「子育て」ができる
ような学習機会を提供する。
(家庭教育支援事業)　　　

1 第38回三島公民
館・三島コミュ
ニティまつり

地区内住民 10月25日 三島地区コミュニティとの共催により、利用団体等
の活動発表や地域住民と青少年との世代間交流等の
ために、毎年開催する。

1 スマート公民館 市民 通年 地域に身近な公民館を有効活用した“地域づくり”の
ため、誰でも自由に利用できる「シェアスペース」
及び、個人のスマートフォン等から24時間予約可能
な「オンライン予約システム」の充実を図る。

2 計画的な改修及
び修繕の実施

市民 通年 公民館の通常利用及び避難所開設時等において、安
全安心に利用できる環境の整備のため、建物等の計
画的な改修及び維持管理に必要な修繕を実施する。

1 公民館だよりの
発行

地区内住民 適宜発行 公民館の主催事業や講座の募集等について、SNSで
の情報取得が困難な地区内住民へ周知するため、公
民館だより「ひまわり通信」を適宜発行する。

三島地区コミュ
ニティ運営委員
会

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考
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令和8(2026)年度　大山公民館事業計画書(案)

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

【令和8(2026)年度事業計画】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

  住民一人一人の自己実現を支援するために、時代のすう勢をとらえた学習機会の提供、地区内の人と人との連帯意識の醸成を目指した地
域活動を展開する｡

◇　地域住民の集いの場である公民館の環境づくりを推進する。
◇　人生の各時期に即応した学習機会を提供する。
◇　コミュニティとの協働活動を通して、地域力の向上を目指す。
◇　地域学校協働本部の定着と協働活動の推進に努める。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 少年教室
「おおやま体験
塾」

地区内児童 5月～1月
（全10回）

種々の体験活動を通して、子供の持つ豊かな感性や創造
力を育てる学習機会の提供を図る。

2 少年教室
「レッツダンス体
験塾」

地区内児童 5月～10月
（全7回）

ダンスの学びを通して、仲間との協調性、協力する大切
さを会得し、体力の向上を図る。コミュニティまつりで
の発表を目指す。

3 高齢者セミナー
「悠々大学」

地区内高齢
者

5月～1月
（全9回）

高齢者が仲間との交流を深め、楽しく健康的な生活を送
れるように、体験活動や健康・福祉等の講座を実施す
る。

4 大山カレッジ 市民 7月～12月
（全10回）

市内の市民を中心とした、学習意欲を刺激し、生涯学習
のきっかけとなるための一助とする。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 市民大学
「燻製づくり講
座」

市民 10月～11月
（全4回）

おうち時間やアウトドアとの相性が抜群な燻製づくりを
体験する。手軽にいつもの料理が特別な一品に変わる魅
力を感じながら食の楽しみ方を学ぶ。

市民大学連携講座

2 大山健康ハイキン
グ

地区内住民 10月28日 ハイキングを通して、地域住民の健康維持、体力の向上
と参加者の親睦、交流を図る。

3 ラジオ体操 地区内住民 毎週水曜日 地域住民の健康増進及び居場所づくりのため、公民館に
てラジオ体操を実施する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ICT推進講座 地区内児童 8月22日 おおやま体験塾の通年講座の一コマでプログラミング教
室を実施

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 夏休み親子木工工
作教室

大山小児
童、保護者

8月2日 親子での協同作業を通して、ふれあいを深めるととも
に、心に残る夏の思い出づくりとする。

2 西那須野地区親善
グラウンドゴルフ
大会

地区内高齢
者

6月14日 コミュニティ相互の連携と親睦・交流を図る

3 世代間交流グラウ
ンドゴルフ大会

地区内住民 11月14日 地域住民の親睦と健康増進を図るために実施する。公民
館の講座とタイアップをして、参加者の確保に努める。

4 第33回大山公民
館・大山地区コ
ミュニティまつり

市民、利用
団体

10月11日 利用団体による学習成果の発表とコミュニティが中心と
なった様々な催し物を通して、地域住民のふれあいを深
める。

5 第32回大山地区コ
ミュニティどんど
ん焼き

地区内住民 1月15日 大山地区コミュニティ・大山小学校・育成会との連携
で、地域の伝承行事を実施する｡(学校教育と社会教育の
連携)

6 花いっぱい運動 地区内高齢
者、那須特
別支援学校
高等部1～3
年生

5月28日
11月5日

コミュニティ広場の環境整備を通して、地区内の高齢者
と那須特別支援学校生徒との交流を図る。



38

7 大山小さな旅 地区内住民 11月18日 地域住民の親睦と交流を図るとともに、参加者の見聞を
広める一助とする。

8 お正月用ミニ門松
作り教室

地区内住民 12月19日 お正月飾りの意味を学び、参加者自ら作製したミニ門松
でお正月を迎える喜びを味わう。

9 伝承活動継承事業 1月15日 伝承行事であるどんどん焼きの準備を通して、地域の文
化と技術の伝承、児童と高齢者の交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

10 自然体験農園活動
（稲作栽培）

大山小5年生 4月30日 児童が地域の農業従事の方に指導をいただき、農業体験
を通して、食の大切さを学ぶ機会とする。
（地域学校協働本部事業）11 自然体験農園活動

（さつまいも栽
培）

大山小3年生 6月5日
11月5日

12 大山地区ウォーク
ラリー

地区内住民 12月12日 大山地区内にある田園空間サテライト等をめぐり、地域
にある身近な遺産にふれることで関心を深め、自分が住
んでいる地域に対する誇りと愛着の醸成を図る。
（地域学校協働本部事業）

13 思春期講座 大山小保護
者・児童

2月 性教育の授業を参観し、思春期を迎える子どもへの接し
方を学ぶ機会とする。
（地域学校協働本部事業・家庭教育支援事業）

14 コミュニティ育
成・支援・連携

大山地区コ
ミュニティ
運営委員会

通年 コミュニティ活動を育成、支援すると共に、種々の地域
活動と連携を図る。市の市民提案型協働のまちづくり支
援事業の実施を通して効果のあった事業活動を継続的に
展開できるよう、今後の持ち方を十分に検討して行く。
また、地域学校協働本部の定着と協働活動の推進を図る
ために、方向性を決めて取り組んで行く。

15 自治公民館活動支
援

地区内自治
公民館

通年 活動への指導、助言を行うとともに、情報提供を行うな
どの地域活動を支援する。

16 公民館利用団体の
育成支援

大山公民館
定例利用団
体

通年 情報の提供を行うとともに、自主活動を支援する。

17 大山ギャラリー 大山公民館
定例利用団
体他

通年 学校や利用団体、地域住民の作品を展示し、発表の場と
して支援する（施設の有効活用）。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 夏休み親子木工工
作教室 施策4-№1再掲

2 お正月用ミニ門松
作り教室 施策4-№8再掲

3 味噌作り 大山小保護
者・児童

2月6日 親子で協力して味噌づくりをすることにより親子の触れ
合いの場を提供する。

4 施策4-№13再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 第33回大山公民
館・大山地区コ
ミュニティまつり

施策4-№4再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 計画的な改修及び
修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用でき
る環境を整えるため、建物等の計画的な改修及び維持管
理に必要な修繕を実施する。

2 スマート公民館に
向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上に必要なシステム及び、地域住民の
居場所づくりのために必要な設備の導入

3 第33回大山公民
館・大山地区コ
ミュニティまつり

施策4-№4再掲

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 公民館広報紙の発
行

地区内住民 適時発行 公民館が実施する事業の募集や報告について、地区内住
民へ周知するため、広報紙を発行する。

地区内高齢
者
大山小６年
生

思春期講座

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実
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令和8(2026)年度　ハロープラザ事業計画書（案）

【運営方針】

【令和8(2026)年度目標】

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

　 箒根地区の生涯学習の拠点として、地域の歴史と特性を生かしながら、多様な学習機会の提供、
地域づくり・仲間づくりの支援、充実した学習環境の整備を行い、誰もが気軽に参加・利用できる公民
館運営を図ります。

◇　地域の特性や人材を活用しながら、生涯各期に則した講座の実施に努めます。
◇　学校と地域が連携・協働し、家庭教育の充実、地域教育力の向上を図ります。
◇　地域住民の活動拠点として、利用しやすく、快適な生涯学習環境の整備に努めます。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 高齢者学級
「やしお大學」

地区内高齢
者

5月～1月
（全8回）

高齢者が楽しく生き生きと暮らせるように教養、健
康、娯楽、仲間づくりをメインに実施する。

2 大人の教養講座 地区内住民
及び市民

9月～2月
（全6回）

生涯学習のきっかけづくり、仲間づくりを目的に、
時代・ニーズに即した講座を行う。

3 少年教室
「わんぱくチャ
レンジ塾」

地区内児童 6月～12月
（全7回）

小学生を対象とした体験教室、移動教室などで子供
たちの好奇心・知識欲を刺激し、チャレンジ精神の
高揚を図る。

4 ハロープラザ自
主事業

市民 通年
（適宜）

地区内住民を対象としたワークショップや知的好奇
心に訴えかける講演会等を行う。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ハイキング
（夏・秋）

地区内住民 5月15日
10月

ハイキングを通して健康増進と参加者相互の交流を
図る。（5月は塩原公民館と共催）

2 郷土史講座（塩
原を掘る）

地区内住民
及び市民

9月
(全3回)

塩原に縁のある人物について学び、郷土愛を深め
る。

市民大学連携講座

3 味噌づくり教室 地区内住民
及び市民

2月 手作り味噌を自ら仕込み、味噌本来の美味しさや先
人の知恵である発酵食品の良さを体験する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 SNS講座 地区内高齢
者

未定
（全2回）

スマートフォンの基本操作やSNSの安全な利用方法
など、自分の目的に合った利用ができるよう初心者
向けの講座を行う。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 郷土の歴史探訪 市民 6月～10月
（全4回）

箒根地区に関わりのある史跡等を見学し、郷土の歴
史への理解を深めると共に生涯学習意欲の啓発を図
る。

市民大学連携講座

2 ハロープラザ地
区子供会育成会
連絡協議会支援

地区内単位
子供会育成
会

通年 ハロープラザ地区子供会育成会連絡協議会活動を支
援する。

3 子ども会対抗か
るた取り大会

ハロープラ
ザ地区子育
連会員

1月17日 塩原の名所旧跡や民俗風土を盛り込んで作られた
「塩原かるた」を使って子ども会対抗のかるた取り
大会を開催する。

【令和8(2026)年度事業計画】
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4 サマースクール 地区内児童 7月 地区内小中学校と協働し、地域の方を講師とした地
区内児童に向けた宿題や体験学習を実施する。

5 箒根学園地域学
校協働本部会議

委員（地区
内代表者、
地区内学校
長・地域連
携教員・
PTA会長、
地域学校協
働活動推進
員）

6月
2月

地域学校協働本部事業に関して、情報及び意見交換
を行い、学校と地域との連携を図る。
（地域学校協働本部事業）

6 箒根地区の文化
遺産を紹介しよ
う
（箒根学園）

クラブ・委
員会児童生
徒

4月～7月 これまで地域指導者の協力を得て作成・掲示してき
たもの（旧関谷・金沢小学校区）に引き続き、旧大
貫・横林小学校区に関連するものを作成・掲示す
る。
（地域学校協働本部事業）

7 ふるさと学習
（箒根学園）

箒根学園児
童生徒（1
～9年生）

５月～2月 地域の歴史・自然・産業等について学び、地域愛の
醸成を図る。
（地域学校協働本部事業）

8 農作業体験
（箒根学園）

箒根学園児
童（5年
生）

5月～10月 農作業を体験したり、新しい米作りにふれたりする
ことにより、地域の米作りのすばらしさや食への関
心を深める。
（地域学校協働本部事業）

9 花いっぱい運動
（箒根学園）

箒根学園児
童生徒、保
護者

10月～3月 学校、地域の環境を整備し、地域との交流を図る。
(地域学校協働本部事業）

10 和太鼓実習
（箒根学園）

箒根学園生
徒（7年
生）

11月13日 和太鼓を演奏する体験を通し、地域の伝統芸能への
興味関心を高め、文化を継承しようとする意識を高
める。
（地域学校協働本部事業）

11 防災学習/コミュ
ニティまつりへ
の参加
（箒根学園）

箒根学園児
童生徒（1
～9年生）

11月中旬 防災学習で学んだことを、地域住民へ発信する。
（地域学校協働本部事業）

12 琴演奏体験教室
（箒根学園）

箒根学園児
童（6年
生）

12月4日 琴の演奏を聴いたり触れたりする活動を通して日本
の文化を大切にしようとする心情を育てる。
（地域学校協働本部事業）

13 スキー教室
（箒根学園）

箒根学園児
童（3～6年
生）、保護
者

1月20日 スキー場が近いという地域の特性を生かし、スキー
技術を習得できる期待とするほか、より多くの方に
指導をしてもらうことで、児童の安全を確保する。
（地域学校協働本部事業）

14 立志式記念行事
（箒根学園）

箒根学園生
徒（8年
生）、保護
者

1月26日 立志式の記念行事として、親子で参加できる事業を
行う。
（地域学校協働本部事業）

15 地域行事・まつ
り等への協力
（箒根学園）

箒根学園児
童生徒（1
～9年生）

通年 地域の伝統行事を通して、地域住民との交流を深め
る。
（地域学校協働本部事業）

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 箒根学園家庭教
育支援事業

地区内児童
生徒・保護
者

5月～2月
(回数未定)

教育後援会、親子活動を通じ保護者同士の交流・親
睦を深め家庭教育力の向上を図る。
（家庭教育支援事業）

５　家庭教育の充実
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６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館の機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ハロープラザま
つり

地区内住
民、利用団
体等

10月中旬 主催講座（教室）や地区内義務教育学校、公民館利
用団体の発表を通して、地域住民との交流を図る。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1

計画的な改修及
び修繕の実施

市民、利用
団体

通年 公民館利用・避難所開設時において安全安心に利用
できる環境を整えるため、建物等の計画的な改修及
び維持管理に必要な修繕を実施する。

2 公民館利用団体
等育成支援

利用団体 通年 公民館利用団体と連携を図り、情報の提供及び団体
相互の交流活動を支援する。

3 スマート公民館
に向けた取組

市民、利用
団体

通年 公民館の利便性向上に必要なシステム及び、地域住
民の居場所づくりのために必要なスペースを確保す
る。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 ハロープラザだ
よりの発行

地区内住民 月1回
（全12回）

地区内住民に向けてハロープラザ等の事業の募集・
報告等を告知する。

2 ハロープラザ関
連ホームページ
の更新

市民 通年 市民に向けてハロープラザ等の事業の募集・報告等
を周知する。
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令和8(2026)年度　塩原公民館事業計画書（案）

【運営方針】　

１　ライフステージに応じた多様な学習機会の提供

２　人生100年時代を豊かに生きるために必要な学びの提供

３　現代的課題に応じた学習機会の提供

４　地域、学校、各種団体・企業等の多様な主体との連携・協働の推進

【令和8(2026)年度努力目標】

【令和8(2026)年度事業計画】

　 温泉観光地の特色を考慮しつつ、「やさしさと思いやりあふれる地域づくり」を目指し、誰もが気軽に学び
集える公民館運営を図る。

◇　地域の人々が気軽に利用しやすい公民館としての環境づくりに努める。
◇　学級・講座・教室の充実と自主的な学習活動の推進に努める。
◇　コミュニティや地域団体等との連携による地域活動の推進に努める。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 高齢者いきいき講
座

地区内住民

2 女性かがやき講座 地区内住民

3 夏休み親子教室 地区内住民

4 親子ふれあい講座 市民 市民大学連携講座

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 健康ハイキング 地区内住民

2 健康アップ教室 地区内住民

3 レザークラフト教
室

地区内住民

4 滝めぐり講座 市民 市民大学連携講座

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 スマートフォン等
教室

地区内住民

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 菊作り教室 地区内住
民、塩原小
中学校の生
徒

地域の教育力を活用し、地域住民と塩原小中学校生徒の
交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

2 箒川リフレッシュ
大作戦

地区内園
児・塩原小
中学校の児
童・生徒と
その保護
者、関係団
体

7月
（1回）

児童・生徒、地域住民や関係団体が一体となり箒川の清
掃・美化活動を行う。また、河川について学び、水に親
しむことを通じて、児童・生徒だけでなく地域住民や地
域の自然との交流を図る。
（地域学校協働本部事業）

4月～2月
 （6教室）

高齢者向けの講話や健康体操、物作りを通じて高齢者の
生きがいづくりを図る。

5月～1月
 （全1回）

充実した生活が送れるよう教養講話や実技講習など各種
教室を開催する。

7～8月
 （全2回）

親子でふれあえる体験型教室を開催し、親子のコミュニ
ケーション向上を図る。

8月
 （全1回）

親子でふれあえる体験型教室（カジカ釣り）を開催し、
親子のコミュニケーション向上を図る。

5月
 （全1回）

ハロープラザと共催。
 自然や動植物にふれながら体を動かし、心身の健康づく
りや参加者の親睦を図る。

6月～7月
 （全4回）

楽しく運動を行い、健康意識の向上と脳の活性化を図
り、心身共に健康維持を目指す。

10月
 （全4回）

革を加工したレザークラフト作品作りにチャレンジし、
創作活動を通して交流を図る。

10月
 （全1回）

塩原地区の魅力ある自然を市内住民に知ってもらい、自
然について学ぶ。

６月～1月
 （全2回）

スマホの基礎知識を習得し、自宅で公民館の講座等学べ
るようにする。

4月～10月
（全7回）
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3 塩原小中学校文化
祭

地区内園
児、小中学
生、保護
者、地区内
住民

10月
（1回）

児童・生徒、地域住民が一体となり文化祭を開催する。
（地域学校協働本部事業）

4 花いっぱい運動 地区内小中
学生、地区
内住民

通年 小中学校への花苗植栽を通じて児童生徒の美化意識の向
上を図る。
（地域学校協働本部事業）

5 地域学校協働本部 学校、地区
内住民

通年 地域全体で子どもたちの成長を支えるため学校と地域の
連携を推進する。

6 塩原温泉コミュニ
ティ育成支援

地区内住民 通年 活動支援・協力、情報提供。

7 公民館利用団体等
育成支援

公民館利用
団体

通年 活動支援、情報提供。

8 塩原地区自治公民
館支援

地区内自治
公民館

通年 情報提供。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 塩原小中学校家庭
教育支援事業

保護者、児
童・生徒等

通年

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 塩原温泉コミュニ
ティ・公民館まつ
り

地区内住
民、利用団
体、市民

10月
（1回）

公民館事業やサークル団体の学習成果の発表、コミュニ
ティでの催し物等を通じて地域住民の交流を図る。

2 パネル展示 公民館利用
団体等

通年 公民館事業の周知や利用団体等の活動成果を発表する場
を提供する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 学習・読書スペー
スの提供

地区内住民 通年 住民が気軽に利用できる学習の場を提供する。

№ 事業名 対象者 期日
（回数） 内容・目的（ねらい） 備考

1 塩原公民館だより
の発行

地区内住民 通年
（月1回）

公民館事業等の情報提供のための広報紙を発行。

2 地域カレンダーの
発行

地区内住民 通年
（月1回）

学校、地域の各種事業やイベントの情報提供。公民館だ
よりに併せて発行。

3 なすしおばら生涯
学習チャンネル
MILK（見る・来
る）

インター
ネット利用
者

通年 エール那須塩原家学（うちがく）プロジェクトの一環と
して、公民館地域・事業等の紹介をインターネット（
You Tube）で配信

4 塩原テレビでの情
報発信

地区内住民 3ヶ月に1回 塩原テレビで「行政情報局」として公民館事業等の情報
を発信する。

５　家庭教育の充実

６　学びの成果を生かす取組の推進

７　公民館機能の充実と活用

８　公民館関連情報の提供及び相談体制の充実

教育講話や親子体験活動などを通じて家庭の教育力
向上と保護者同士の交流・親睦を図る。
（家庭教育支援事業）



那須塩原市公民館

厚崎公民館 稲村公民館 とようら公民館 鍋掛公民館

西公民館 大山公民館 ハロープラザ 塩原公民館

黒磯公民館

東那須野公民館 高林公民館 西那須野公民館 狩野公民館 南公民館

三島公民館


